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第１回定例会会議録 

 

平成２８年 ３月 ４日（金） 

開  会  午前１０時０８分 

 

－－－日程第１ 開会宣言－－－ 

〇議長（古越 弘君） おはようございます。これより、平成２８年第１回御代田町議会

定例会を開会します。 

 ただいまの出席議員は１３名であります。五味髙明議員、所用のため欠席する旨

の届出がありました。 

 理事者側では、全員の出席であります。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

 

－－－諸般の報告－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程に入るに先立ち、事務局長に諸般の報告をさせます。 

 茂木議会事務局長。 

（議会事務局長 茂木康生君 登壇） 

〇議会事務局長（茂木康生君） おはようございます。 

 書類番号１をお願いいたします。 

 諸般の報告 

 １．本定例会に別紙配布のとおり町長から議案４３件、報告２件が提出されてお

ります。 

 ２．監査委員より監査報告が別紙のとおりありました。 

 ３．本定例会に別紙配付した請願文書表のとおり、請願２件が提出され、受理し

ました。 

 ４．本定例会に説明のため、町長ほか関係者に出席を求めました。 

 ５．本定例会における一般質問通告者は、池田健一郎議員他４名であります。 

 ６．閉会中における報告事項は別紙のとおりです。 

 次のページからは監査委員の定期監査、例月出納検査報告書でございますので、
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後ほどご覧ください。 

 また、閉会中の報告事項につきましては、全員協議会の折に報告いたしますので、

この場においては省略とさせていただきます。以上です。 

〇議長（古越 弘君） 以上をもって、諸般の報告を終わります。 

 

－－－日程第２ 会期決定－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第２ 会期決定の件を議題といたします。 

 本定例会の会期は、あらかじめ議会運営委員会を開催し、審議してありますので、

議会運営委員長より報告を求めます。 

 小井土哲雄議会運営委員長。 

（議会運営委員長 小井土哲雄君 登壇） 

〇議会運営委員長（小井土哲雄君） おはようございます。 

 それでは、報告いたします。 

 ２月２６日、午前１０時より、議会運営委員会を開催し、平成２８年第１回御代

田町議会定例会に提出予定の議案、一般質問等について、審議日程等を決定したの

で、報告いたします。 

 本定例会に町長から提案された案件は、議案４３件、報告２件の計４５件であり

ます。一般質問の通告者は５名であります。１２月の定例会以後提出された請願が

２件あり、受理いたしました。 

 これにより、会期は本日より３月１４日までの１１日間とすることに決定いたし

ました。 

 次に、審議日程につきましては、書類番号１、２３ページをご覧ください。 

 会期及び審議日程予定表。 

 第 １日目  ３月 ４日 金曜日 午前１０時 開会 

                        諸般の報告 

                        会期の決定 

                        会議録署名議員の指名 

                        町長招集のあいさつ 

                        議案上程、議案に対する質疑 

                        議案の委員会付託 
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 第 ２日目  ３月 ５日 土曜日       議案調査 

 第 ３日目  ３月 ６日 日曜日       議案調査 

 第 ４日目  ３月 ７日 月曜日 午前１０時 一般質問 

 第 ５日目  ３月 ８日 火曜日 午前１０時 一般質問 

 第 ６日目  ３月 ９日 水曜日 午前１０時 常任委員会 

 第 ７日目  ３月１０日 木曜日 午前１０時 常任委員会 

 第 ８日目  ３月１１日 金曜日 午前１０時 全員協議会 

 第 ９日目  ３月１２日 土曜日       休会 

 第１０日目  ３月１３日 日曜日       休会 

 第１１日目  ３月１４日 月曜日 午前１０時 委員長報告 

                        質疑・討論・採決 

                        閉会 

 続いて、各常任委員会、全員協議会の会場、時間について、報告いたします。 

 常任委員会 

  総務福祉文教常任委員会 

      ３月 ９日 水曜日 午前１０時   大会議室 

      ３月１０日 木曜日 午前１０時   大会議室 

  町民建設経済常任委員会 

      ３月 ９日 水曜日 午前１０時   議場 

      ３月１０日 木曜日 午前１０時   議場 

 全員協議会開催日程 

      ３月１１日 金曜日 午前１０時   大会議室 

 以上で報告を終わります。 

〇議長（古越 弘君） ただいま議会運営委員長から報告のありましたとおり、本日より

３月１４日までの１１日間としたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は本日より３月１４日までの１１日間と決しました。 
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－－－日程第３ 会議録署名議員の指名－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第３ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により議長において 

 １１番 内堀 恵人議員 

 １２番 市村 千恵子議員 

を指名いたします。 

 

－－－日程第４ 町長招集あいさつ－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第４ 町長より、議会招集のあいさつを願います。 

 茂木祐司町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） 先ほどは、議員の皆様にお配りしました議会招集のあいさつの資

料に不手際がありました。大変申しわけありませんでした。 

 それでは、平成２８年第１回御代田町議会定例会招集あいさつを申し上げさせて

いただきます。議員の皆様には、時節柄大変お忙しい中にも関わらず、ご参集を賜

り、議会が開会できますことに心から感謝申し上げます。 

 御代田町といたしましては、本年を「地方創生元年」と位置づけ、人口増対策、

産業経済の振興による地域活性化など、町の底力をつけるための取り組みを始めて

まいります。 

 重点的な事業をいくつか申し上げます。 

 子育て支援としましては、大林児童館の増築と東原児童館の建て替えを行って、

小学校３年生までしか受け入れができない現状を改善し、小学校６年生までの受け

入れができることによって、子育て世代や共働き家族などが安心して働くことがで

きる環境を整えてまいります。 

 また、保育料につきましては、平成２７年４月１日に施行された子ども・子育て

支援法とともに、長野県独自の多子世帯軽減策を導入しながら定めてまいりました

が、幼児教育の段階的無償化に向けた取り組みとしまして、国の改正案では、平成

２８年４月から低所得者及びひとり親世帯等における負担軽減措置が拡大される

予定となっております。このことから、詳細が国から提示され次第、当町も保育料

の見直しを行うとともに、町独自で、第２子と第３子を中心に新たな軽減策を実施
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する方向で検討作業を進めてまいります。 

 企業誘致に向けた取り組みにつきましては、長野県の東京事務所に町職員を派遣

するなどの組織体制を整えるほか、企業誘致のための土地の確保や企業に対する新

たな支援策の拡充を検討しております。 

 具体的には、新たな用地を取得した企業に対する補助金で、１件の上限額を１億

円程度の規模で調整しているところです。また、雇用支援対策として、１年間を通

じての新規雇用者１人当たり３０万円を補助する事業についても検討します。なお、

創業を支援するセミナーの開催や、既存の企業に対する支援策としての商工業振興

補助金、工業振興奨励補助金について継続実施するとともに、企業との密接な情報

交換などを行う中で、新たな支援策の検討を進めてまいります。 

 更に、移住・定住対策として、新幹線を利用して通勤、通学する際の定期券の購

入に対する補助、通勤のため、車で御代田町から新幹線駅の駐車場を利用する人へ

の駐車場使用料に対する補助、また住宅取得に対する補助など、人口増加に向けた

事業を総合的に検討し、早期に実施するよう指示いたしました。 

 また、見守り、買い物、移送といった生活支援を提供していく仕組みを構築し、

町民が高齢者になっても安心して地域で暮らし続けることができるための取り組

みも始めます。 

 町役場、新庁舎の建設につきましては、庁舎建設工事費１６億７，８５０万円、

特殊基礎工事１億４００万円、造成工事３，６００万円、施工監理業務１，１７３

万円など、１８億３，１７７万円を新年度予算に計上しております。このうち庁舎

建設工事費と施工監理業務は、平成２９年１１月末までを予定しておりますので、

平成２８年度は単年度分の予算を計上させていただきました。契約については、複

数年契約となりますので、６月の第２回定例会において、債務負担行為の案件を提

出させていただく予定です。 

 今後のスケジュールとしましては、現在実施中の蒸留施設、倉庫等の解体工事を

本年３月３１日を工期としており、４月から７月ごろまで造成工事を実施し、庁舎

本体の発注を８月ごろ予定しております。本体工事は１５カ月の工期を予定し、平

成２９年１１月ごろの完成を予定しております。 

 企業を誘致するためにも、人口を増やすためにも、安全なまちづくりは、その基

本となるものです。とりわけ浅間山の防災対策は緊急の課題です。平成２６年秋、
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シチズン時計マニュファクチャリングが、浅間山の噴火によって起きる融雪型火山

泥流のリスクを理由に、佐久市へ移転することが発表されました。浅間山の融雪型

火山泥流は、山腹に５０センチの積雪で中規模噴火が発生した場合を想定したハザ

ードマップが作成されています。 

 よく言われるのは、１９２６年に、北海道十勝岳で融雪型火山泥流が発生し、

１４４人の犠牲者が出ましたが、その後、１９８９年１月の十勝岳の噴火では、山

腹に多量の積雪があったにも関わらず小規模な泥流しか発生しませんでした。この

ことからも、融雪型火山泥流が発生する条件は研究課題の１つとされています。と

はいうものの、リスクとして存在することに間違いありません。町民の安全・安心

の確保、更には企業が安心して活動できる場の提供を行っていかなければなりませ

ん。 

 ハード事業は、町で行える規模の工事ではありません。そのため、国土交通省が

計画し、推進している砂防堰堤の建設など、減災対策事業の早期実現をお願いし、

可能な限りの支援を行います。 

 また、町としては、ソフト事業としての活動を行ってまいります。研究課題とし

ましては、企業誘致や人口増対策をダイナミックに進める上で、いかに早く、広く、

御代田町の魅力やタイムリーな情報を日本と世界に発信できるかということです。

これまでは、主に、「広報やまゆり」や、パンフレット、ホームページなどで情報

発信をしてきましたが、今の時代に合った新たな情報発信の方策を検討する必要が

あります。 

 本年は、昭和３１年に、小沼村、御代田村、伍賀村の３村が昭和の大合併により

御代田町となり、平成２８年９月３０日をもって６０周年となります。 

 御代田町の名前の由来につきましては、明治８年５月１日に、小田井村、前田原、

池田新田、児玉新田の４町が合併して御代田村になりましたが、村名選定に当たっ

ては、「維新の御代」ということで、明治維新によって天皇が位について世をおさ

めたことを慶賀し、祝福する意味で「御代」とし、各村名にある「田」という文字

をとって「御代田」とつけたそうです。 

 先人の皆様のおかげで、長野県内でも貴重な人口増加の町をつくり上げてまいり

ましたが、合併６０周年に当たる今年度は、６０周年を広く周知するとともに、御

代田町の魅力を効果的に発信し、町民の皆様が更に町への愛着や誇りを高めていた
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だけるような記念事業を行ってまいりますので、皆様のご協力をよろしくお願をい

たします。 

 平成２７年１２月末の長野県内の特殊詐欺被害件数は、前年の１．５倍となり、

被害が後を絶ちません。町民の皆様の個人情報と財産を守るため、今後も消費者行

政を推進してまいります。 

 さて、本定例会に提案させていただいております案件は、専決１件、人事案２件、

事件案４件、条例案１９件、平成２８年度当初予算案１１件と、平成２７年度補正

予算案６件の計１７件、報告事項２件の、合計４５件です。 

 提案させていただきます議案の概要を申し上げます。 

 まず、専決事項では、平成２７年１２月１６日決定の平成２８年度与党税制改正

大綱において、個人住民税減免申請等の際に個人番号の記載を要しない旨が定めら

れたことにより、御代田町徴税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例

について、専決させていただきました。 

 人事案につきましては、御代田財産区管理委員の選任と教育委員会委員の任命で

す。 

 事件案につきましては、地域福祉センターほか、集会施設としての役割を担って

いる７施設の指定管理者の指定についての４件です。 

 新たな条例の制定につきましては、行政不服審査法の改正により、不服申立ての

審理結果の諮問に関して、地方公共団体の諮問機関として附属機関を置くことを規

定していますので、これを受け、御代田町行政不服審査会条例を制定するものです。 

 条例の一部改正については、委員会の組織と見直しにより、国民保護協議会条例

及び防災会議条例の一部改正を、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例ほか９件は、上位法の改正を受けての一部改正となります。 

 一般職の職員の給与に関する条例ほか２件は、長野県人事委員会勧告に合わせて、

給与等の改訂を行うものです。 

 町営駐車場条例及び御代田町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営に関する基準を定める条例は、サービスの充実を図るための一部改正です。 

 御代田町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及び管理に関する条例は、プールの解体工事完

了による見直しによるものです。 

 平成２８年度は第５期御代田町長期振興計画の初年度となるとともに、地方創生
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への取り組みを本格的に進めていく重要な年となります。 

 長期振興計画、御代田町総合戦略を基本に、健全財政を堅持しながら事業効果を

検討する中で、当初予算編制を行いました。 

 一般会計の予算額は、７４億４，９４４万円で、前年度に比べ１７億９４７万円、

２９．８％の増加となっています。 

 歳入では、町税が２３億２，５４６万円の計上で、前年度に比べ１億６，９３６

万円の増となっています。穏やかな景気回復を受け、所得の増加による個人町民税

の増、一部企業ではありますが、業績が良好なことによる法人町民税の増加を見込

んでいます。 

 固定資産税は、土地の下落、土砂災害特別警戒区域指定に伴う軽減などがあるも

のの、新増築家屋や償却資産の増加を見込んでいます。 

 平成２８年度地方財政対策では、交付税総額は前年度とほぼ同額を確保とされて

いますが、基準財政収入額の増が見込まれることから、普通交付税は９，０００万

円の減としました。また、社会資本整備総合交付金９，６７１万円、社会保障税番

号制度システム整備費補助金、学校施設環境改善交付金の皆減から、国庫支出金

１，７８６万円の減となっています。 

 現在、実施計画を行っている役場調査整備事業の財源として、庁舎建設基金から

の繰り入れを計上し、繰入金が８億３，４４８万円の増、同事業での借り入れを計

上して、町債で７億４８０万円の増となっています。 

 歳出では、平成２８年度から本体建設に着手する役場庁舎整備経費１８億３，１７７

万円をお願いしました。都市再生整備計画事業として、東原児童館新築事業１億

５，１７８万円、南浦３号線ほか道路改良事業９，３３２万円、社会資本整備総合

交付金事業として４橋の橋梁修繕工事など、３，５１０万円を予定しています。 

 また、地方創生にかかる事業としましては、創業支援事業１００万円、就労支援

事業１００万円、浅間高原アート発信事業２００万円のほか、空き家バンクの登録

促進や企業誘致なども積極的に進めてまいります。 

 このほか、証明書コンビニ交付事業、雪窓保育園大規模改修工事や、新クリーン

センター整備負担金、農業体質強化基盤整備促進事業補助金を受けて実施する。抜

井地区用排水路改良工事、新クリーンセンター整備に伴う改良工事を含んだ町単独

道路新設改良費などをお願いしました。 



 

９ 

 また、特別会計については、旧特別会計で、総額３８億８，８９６万円と、前年

に比べ１億２，７５４万円、３．２％の減少となっています。 

 減額の主な要因ですが、時間をかけて取り組んできた介護予防事業の成果があら

われ、保険給付費が抑えられている介護保険特別会計、前年度に保険給付費の伸び

を大きく見込んでいたため、前年比では減額計上となっている国民健康保険事業勘

定特別会計によるものです。 

 続きまして、平成２７年度一般会計補正予算第７号の概要ですが、歳入歳出総額

から、それぞれ２億３，４８９万円を減額し、合計６１億６，８４８万円とするも

のです。 

 歳入は歳出事業費の見込みや確定による国、県支出金や町債の減額と合わせ、役

場庁舎整備経費の財源としていた庁舎整備基金繰入金を今年度に備え取りやめた

ことによる減額を計上しています。 

 歳出は、自治体情報セキュリティ強化対策委託金１，４９０万円、公共下水道事

業特別会計繰出金９８１万円の増額のほか、都市再生整備計画事業として実施して

いる道路改良事業や橋梁修繕事業において、測量設計や工事費など、事業費の確定

に伴う減額などを計上しました。なお、地方創生加速化交付金事業として、公共交

通ニーズ調査３５０万円、ＮＰＯ法人化支援補助金２，２４９万円を計上していま

すが、交付金の内容が非常に不透明であり、不採択の可能性も含んだ計上となって

いますので、ご承知おきください。 

 また、特別会計の補正予算につきましては、国民健康保険事業勘定特別会計など

４会計において、合計３，４５２万円の減額補正を計上しました。 

 報告事業につきましては、平成２８年度御代田町土地開発公社事業計画及び予算

並びに土地開発公社第２回補正予算の報告です。 

 以上、概要を申し上げましたが、詳細につきましては、それぞれ担当課長が説明

いたしますので、よろしくご審議をいただき、原案どおりのご採決をいただきます

ようお願いを申し上げまして、平成２８年第１回御代田町議会定例会招集のあいさ

つとさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） これより、議案を上程いたします。 

 

－－－日程第５ 議案第２号 専決処分事項の報告について－－－ 
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〇議長（古越 弘君） 日程第５ 議案第２号 専決処分事項の報告についてを議題とし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀税務課長。 

（税務課長 内堀淳志君 登壇） 

〇税務課長（内堀淳志君） おはようございます。 

 議案書の５ページをお願いいたします。 

 議案第２号 専決処分事項の報告について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決をした

ので、同条第３項の規定により報告し、承認を求めるものです。 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 ６ページをお願いいたします。 

 専第１号 御代田町徴税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例に

ついて、平成２７年１２月３１日、専決処分をさせていただきました。 

 今回、平成２８年度与党税制大綱が、平成２７年１２月１６日、閣議決定されま

した。一部の手続における個人番号の利用の取り扱いを見直す方針が示されたこと

に伴いまして、平成２７年第４回定例会で議決いただきました御代田町徴税条例等

の一部を改正する条例の改正が急遽必要となったことから行ったものです。改正の

内容につきましては、住民税及び特別土地保有税のそれぞれの減免申請書に個人番

号の記載が不要となったことに伴う改正となっております。 

 ７ページをご覧ください。 

 改正条文の朗読は割愛させていただきますが、改正条文中、条例第５１条が住民

税関係、条例第１３９条の３が特別土地保有税関係の条文となっております。 

 また、８ページ及び９ページは、新旧対照表となっておりますので、後ほどご覧

いただきたいと思います。 

 以上が、専決処分させていただきました御代田町徴税条例等の一部を改正する条

例の一部を改正する条例の内容でございます。ご承認いただきますよう、よろしく

申し上げます。説明は以上です。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 
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 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「質疑なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第２号を採決します。 

 本案は、原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。 

 よって、議案第２号 専決処分事項の報告については、原案のとおり決しました。 

 

－－－日程第 ６ 議案第３号 御代田財産区管理会委員の選任について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第 ６ 議案第３号 御代田財産区管理会委員の選任につい

てを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案書の１０ページをご覧ください。 

 議案第３号 御代田財産区管理会委員の選任について。 

 下記の者を御代田財産区管理会委員の選任にしたいから、御代田財産区管理会協

議書第３条の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

 記といたしまして 

 住  所  御代田町大字御代田２４２１番地２ 

 氏  名  櫻井 税 

 生年月日  昭和２０年１１月８日 

 今回の選任につきましては、管理委員のお一方から昨年１２月に辞任届が提出さ
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れ、この２月の管理会で受理されたことによりまして、１名が欠員となっておりま

す。後任として同氏を選任したいというものでございます。お認めいただけますれ

ば、任期は、前任者の残任期間、平成２９年３月３１日までとなります。ご同意を

いただきますよう、お願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 お諮りします。 

 本案は、質疑・討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第３号を採決します。 

 本案は、原案のとおり選任することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。 

 よって、議案第３号 御代田財産区管理会委員の選任については、原案のとおり

同意することに決しました。 

 

－－－日程第７ 議案第４号 教育委員会委員の任命について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第７ 議案第４号 教育委員会委員の任命についてを議題と

します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇建設課長（尾台清注君） それでは、議案書の１１ページをお願いいたします。 

 教育委員会委員の任命につきましては、平成２７年１２月、上原貴夫前教育委員

長が辞職されまして空席となっております。本来であれば、そのときに新たに任命

をお願いするところでございますけれども、今回、選任案の茂木氏が佐久市立浅間

中学校校長として在職していたため、この３月３１日の退職をもって提出すること

となりました。今回、任命同意を求めるために議案を提出するものでございます。 

 議案第４号 教育委員会委員の任命について、下記の者を教育委員に任命したい

から、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会
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の同意を求める。 

 記といたしまして 

 住  所  御代田町大字塩野１２９８番地 

 氏  名  茂木 伸一 

 生年月日  昭和３０年７月２９日 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 教育委員会委員の任命同意をお願いいたします茂木伸一氏は、信州大学卒業後、

昭和５３年、篠ノ井中学校の教員として新任以来、本年のこの３月３１日、浅間中

学校校長を最後に定年退職されます。この間、小中学校の教諭として２４年、教育

事務所指導主事及び主幹指導主事として７年間、中学校の教頭、副校長として４年

間、そして校長として３年間、計３８年間勤務されてございます。また、佐久全体

の校長会長も務められてございます。 

 今回、教育委員会委員として、教育委員会改革や教育行政全般にわたり、その経

験を生かしていただきたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１

項の規定にあります人格が高潔で、教育、芸術、文化に関し識見を有する者として、

任命同意をお願いするものでございます。 

 任期につきましては、平成２８年４月１日から平成３２年３月３１日までの４年

間の任期となります。 

 よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げまして、提案説明とさせていただ

きます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 お諮りします。 

 本案は、質疑・討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第４号を採決します。 

 本案は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。 
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 よって、議案第４号 教育委員会委員の任命については、原案のとおり同意する

ことに決しました。 

 

－－－日程第８ 議案第５号 御代田町コミュニティセンターの指定管理者の 

指定について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第 ８ 議案第５号 御代田町コミュニティセンターの指定

管理者の指定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） 議案書の１２ページをお開きください。 

 議案第５号 御代田町コミュニティセンターの指定管理者の指定について 

 下記の者を御代田町コミュニティセンターの指定管理者として指定したいから、

御代田町公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例の規定により、議会の議

決を求めるものでございます。 

 施設の名称は、塩野地区コミュニティセンター。 

 所在が、御代田町大字塩野７９９番地３。 

 指定管理者といたしましては、御代田町塩野区。 

 指定の期間は、平成２８年４月１日から３３年３月３１日までの５年間でござい

ます。 

 今回の指定につきましては、今年度末で平成２３年からの５カ年の指定管理期間

が終了することから、改めて指定しようとするものです。よろしくお認めをいただ

きますようお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 お諮りいたします。 
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 本案は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第５号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。 

 よって、議案第５号 御代田町コミュニティセンターの指定管理者の指定につい

ては、原案のとおり決しました。 

 

－－－日程第 ９ 議案第６号 御代田町地域福祉センターの指定管理者の 

指定について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第 ９ 議案第６号 御代田町地域福祉センターの指定管理

者の指定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） 議案書の１３ページをお願いいたします。 

 議案第６号 御代田町地域福祉センターの指定管理者の指定について 

 下記の者を御代田町地域福祉センターの指定管理者として指定したいから、御代

田町公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例第４条第１項の規定により、

議会の議決を求めるものでございます。 

記 

 施設の名称 御代田町地域福祉センター 

 施設の所在 御代田町大字御代田１７７２番地１ 

 指定管理者 御代田町社会福祉協議会 

 指定の期間 平成２８年４月１日から平成３３年３月３１日までの５年間でご

ざいます。 

 ハートピアみよたでございますが、本年度末で５年間の指定期間が満了いたしま

す。この間、指定管理者である御代田町社会福祉協議会は、地域福祉の推進役とし
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て、社会福祉事業の活性化と町民の福祉の増進を図ってきております。指定管理者

を指定するためには議会の議決を経て指定する必要があるため、ご承認をいただき

ますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本案は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第６号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手全員であります。 

 よって、議案第６号 御代田町地域福祉センターの指定管理者の指定については、

原案のとおり決しました。 

 

－－－日程第１０ 議案第７号 御代田町農村研修施設の指定管理者の 

指定について－－－ 

〇議長（古越 弘君）日程第１０ 議案第７号 御代田町農村研修施設の指定管理者の指

定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原産業経済課長。 

（産業経済課長 荻原春樹君 登壇） 

〇産業経済課長（荻原春樹君） 議案書の１４ページをお願いいたします。 

 議案第７号 御代田町農村研修施設の指定管理者の指定について 

 下記の者を御代田町農村研修施設の指定管理者として指定したいから、御代田町



 

１７ 

公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例第４条第１項の規定により、議会

の議決を求めるものです。 

 記としまして。 

 １番、御代田町転作促進研修施設東部地区集会所、施設の所在、御代田町大字草

越４１０番地１、指定管理者、御代田町草越区。 

 ２番目としまして、施設の名称、御代田町転作促進研修施設北部地区集会所、施

設の所在、御代田町大字御代田４１０８番地４６６、指定管理者、御代田町西軽井

沢区。 

 ３としまして、御代田町転作促進研修施設南部地区集会所、所在、御代田町大字

御代田３８４６、指定管理者、御代田町児玉区。 

 ４番目としまして、御代田町転作促進研修施設西部地区集会所、施設の所在、御

代田町大字御代田２１５８、指定管理者、御代田町荒町区。 

 ５番目、御代田町麦、大豆生産振興センター、施設の所在、御代田町大字御代田

１７７２番地２、指定管理者、御代田町上宿区。 

 以上、５施設の指定の機関でございますが、平成２８年４月１日から平成３３年

３月３１日までです。 

 今回、５件の指定管理者の指定につきましては、平成２３年度から２７年度まで

の指定管理期間が満了するため、新たに指定しようとするものです。よろしくご審

議を賜りますよう、お願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第７号を採決します。 



 

１８ 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第７号 御代田町農村研修施設の指定管理者の指定については、原

案のとおり決しました。 

 

－－－日程第１１ 議案第８号 御代田町農家高齢者創作活動施設の 

指定管理者の指定について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第１１ 議案第８号 御代田町農家高齢者創作活動施設の指

定管理者の指定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原産業経済課長。 

（産業経済課長 荻原春樹君 登壇） 

〇産業経済課長（荻原春樹君） 議案書の１５ページをお願いいたします。 

 議案第８号 御代田町農家高齢者創作活動施設の指定管理者の指定について、下

記の者を御代田町農家高齢者創作活動施設の指定管理者として指定したいから、御

代田町公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例第４条第１項の規定によ

り、議会の議決を求めるものです。 

 施設の名称 御代田町高齢者創作館 

 施設の所在 御代田町大字馬瀬口６３２番地６ 

 指定管理者 御代田町馬瀬口区 

 指定の期間 平成２８年４月１日から平成３３年３月３１日まででございます。 

 こちらも、今回の指定管理者の指定につきましては、２３年から２７年までの指

定管理期間が満了するため、新たに指定しようとするものでございます。よろしく

ご審議賜りますよう、お願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 



 

１９ 

 これをもって質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 本案は、討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第８号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第８号 御代田町農家高齢者創作活動施設の指定管理者の指定につ

いては、原案のとおり決しました。 

 

－－－日程第１２ 議案第９号 御代田町国民保護協議会条例の一部を 

改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第１２ 議案第９号 御代田町国民保護協議会条例の一部を

改正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） それでは、議案書の１６ページをお願いいたします。 

 議案第９号 御代田町国民保護協議会条例の一部を改正する条例案について、ご

説明いたします。 

 御代田町国民保護協議会条例の一部を改正する条例案について、別紙のとおり提

出する。 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 改正理由につきましては、武力攻撃事態等における国民保護のための措置に関す

る法律の規定によりまして、御代田町国民保護協議会委員を任命しています。現在、

構成人数３０人以内と定めていますが、見直しを行いまして、現状に即した人数と

して３２人以内として改正条例案を上程するものでございます。 



 

２０ 

 １７ページをお願いいたします。 

 御代田町国民保護協議会条例の一部を改正する条例（案） 

 第２条第１項中「３０人」を「３２人」に改めるものでございます。 

 附則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第１３ 議案第１０号 御代田町防災会議条例の一部を 

改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第１３ 議案第１０号 御代田町防災会議条例の一部を改正

する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） １９ページをお願いいたします。 

 議案第１０号 御代田町防災会議条例の一部を改正する条例案について、ご説明

いたします。 

 御代田町防災会議条例の一部を改正する条例案について、別紙のとおり提出する。 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 災害対策基本法に基づきまして、防災会議委員に自衛官を任命すること、及び議

会議長については役職で任命することがより適正と考え、訂正させていただくもの

でございます。 

 ２０ページをお願いいたします。 



 

２１ 

 御代田町防災会議条例の一部を改正する条例（案）について。 

 第３条５項中９号を１１号としまして、５号から８号まで、これを２つずつ繰り

下げまして、２号に「陸上自衛官」を追加、４号に「町長がその部内の職員のうち

から」を「町の職員のうちから町長が指名する者」に改めまして、５号とし、６号

に「議会議長」を加えてございます。６号の委員定数「３０」人を「３２名」と変

更するものでございます。 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 委員の任期につきましては、平成３０年３月１１日までに任命された者につきま

しては、平成３０年３月１１日までとなります。 

 よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第１４ 議案第１１号 御代田町行政不服審査会条例を 

制定する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第１４ 議案第１１号 御代田町行政不服審査会条例を制定

する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） 議案書の２３ページをお願いいたします。 

 議案第１１号 御代田町行政不服審査会条例を制定する条例案について、ご説明

いたします。 

 御代田町行政不服審査会条例を制定する条例案について、別紙のとおり提出する。 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 



 

２２ 

 御代田町行政不服審査会条例を制定する条例案については、行政不服審査法の改

正によりまして、不服申立ての審理結果の諮問に関して、地方公共団体の諮問機関

として附属機関を置くことを規定しております。そのため、この条例を定めること

によりまして、これとするものでございます。 

 ２４ページに条例制定案がございます。 

 第１条には趣旨を、第２条には行政不服審査会を置くとしまして、第３条の中で

は、委員は５名以内、そして４名にて委員、第５条に会長、第６条に会議、第７条、

費用負担についてを規定しまして、第８条では費用の減免について規定してござい

ます。最後、第９条は雑則としてございます。 

 この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 

 よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第１５ 議案第１２号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び 

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第１５ 議案第１２号 特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） 議案書の２６ページをお願いいたします。 

 議案第１２号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例案について、ご説明いたします。 

 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例案について、別紙のとおり提出する。 



 

２３ 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 ２６ページをお願いいたします。 

 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例案について、行政不服審査法の改正によりまして、行政不服審査会条例を制

定し、審査会を設置することとなりました。この場合、その委員は地方公務員法に

該当する非常勤特別職となりますので、行政不服審査会の委員を追加するものでご

ざいます。 

 別表に、行政不服審査会の委員を追加するものでございます。 

 附則、この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 

 よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第１６ 議案第１３号 御代田町個人情報保護条例の一部を 

改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第１６ 議案第１３号 御代田町個人情報保護条例の一部を

改正する条例案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） 議案書２９ページをお願いいたします。 

 議案第１３号 御代田町個人情報保護条例の一部を改正する条例案について、ご

説明いたします。 

 御代田町個人情報保護条例の一部を改正する条例案について、別紙のとおり提出

する。 



 

２４ 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 ３０ページをお願いいたします。 

 御代田町個人情報保護条例の一部を改正する条例案について、行政不服審査法の

改正による書面等の写しの交付手数料を定めまして、審理委員制度の適用除外規定

を定めるものでございます。１７条の見出しに「開示請求を要する」を加えまして、

２項として、手数料を加え、２３条１項の不服申立てとなった場合の措置を改める

とともに、３項を追加し、３４条を３６条としまして、第４章個人情報保護審査会

中に、不服申立てに要する費用負担と費用減免についてを加えるものでございます。 

 附則、この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 

 よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第１７ 議案第１４号 御代田町公文書公開条例の一部を 

改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第１７ 議案第１４号 御代田町公文書公開条例の一部を改

正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） 議案書の３３ページをお願いいたします。 

 議案第１４号 御代田町公文書公開条例の一部を改正する条例案について、ご説

明いたします。 

 御代田町公文書公開条例の一部を改正する条例案について、別紙のとおり提出す

る。 



 

２５ 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 ３４ページをお願いいたします。 

 御代田町公文書公開条例の一部を改正する条例（案）について。 

 行政不服審査法の改正による書面等の写しの交付手数料を定めまして、審理委員

制度の適用除外を同様に定めるものでございます。 

 ９条中に、「別に定めるところにより」を削りまして、２項として「公文書の公

開について」を加え、１１条の見出し中に「公開の決定等に要する」を加えまして、

２項としまして手数料の徴収を加えてございます。不服申立てがあった場合の措置

に規定した１２条１項を改めまして、２項としまして、新たに法９条１項について

は適用しないことを加えまして、１７条、１９条としまして、１４条から１６条は、

これを２条ずつ繰り下げてございます。１４条に「（不服申立てに要する費用負担）」

と、１５条に「（費用の減免）」についてを加えるものでございます。 

 この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 

 よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 この際、暫時休憩します。 

（午前１１時０２分） 

（休  憩） 

（午前１１時１５分） 

〇議長（古越 弘君） 休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 

－－－日程第１８ 議案第１５号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を 

改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第１８ 議案第１５号 一般職の職員の給与に関する条例の
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一部を改正する条例案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） 議案書の３８ページをお願いいたします。 

 議案第１５号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案につ

いて、ご説明いたします。 

 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案について、別紙のとお

り提出する。 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 ３９ページをお願いいたします。 

 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案について、人事院は平

成２７年８月６日に、長野県人事委員会は同年の１０月１９日に、公務員の給与等

に関する勧告を行いました。これを受けての改正及び人事評価制度の結果を勤勉手

当に反映することが義務づけられたものによる改正でございます。 

 施行期日ごと２条立てに区分し、まとめた構成となってございます。 

 第１条 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正として、勤勉手当の額につ

いて、３０条において定められております。第１項で、一般職の職員の勤勉手当を

「１００分の７５」を「１００分の８５」に、管理職員を「１００分の９５」を「１００

分の１０５」に、同様に、再任用職員及び再任用の管理職員の勤勉手当を０．１月

分上げる改正でございます。 

 附則の１３項では、５５歳以上の特定職員の減額が規定されてございます。この

該当職員の勤勉手当減額対象額を、一般職「１００分の１．１２５」を「１００分

の１．１２７５」に、管理職員は「１００分の１．４２５」を「１００分の１．５７５」

にして、最低号級に達しない場合の一般職員は「１００分の７５」を「１００分の

８５」に、そして、この管理職員につきましては、「１００分の９５」を「１００

分の１０５」と、勤勉手当減額対象額を上げるものでございます。 

 別表では、等級表の改正を行うものでございます。 

 ４３ページをお願いいたします。 



 

２７ 

 第２条 一般職の給与に関する条例の一部改正としまして、第１条中の、地公法

（地方公務員法）の改正を受けまして、「第２４条第６項」を「第２４条第５項」

に改めまして、５条の２職務の級も、これも地公法の改正に伴いまして、等級別基

準職務表を定めることとなります。 

 ２７条の３第１項及び第２９条では、字句を改めまして、先ほど第１条で改正し

ております勤勉手当になりますけれども、３０条１項１号にて、一般職の勤勉手当

を「１００分の８５」を「１００分の８０」に、管理職員の「１００分の１０５」

を「１００分の１００」に、同項２号中、再任用職員「１００分の４０」を「１００

分の３７．５」に、再任用の管理職員「１００分の５０」を「１００分の４７．５」

に改めます。 

 ３２条及び３３条１項中の別表２を別表３に改めるものでございます。 

 附則の１３項では、５５歳以上、特定職員の減額について規定されておりますけ

れども、この該当職員の勤勉手当減額対象額を、一般職を「１００分の１．２７５」

を「１００分の１．２」に、管理職員は「１００分の１．５７５」を「１．５」に、

最低号級に達しない場合の一般職員につきましては「１００分の８５」を「８０」

に、管理職員については「１００分の１０５」を「１００」とするものでございま

す。そして、「別表第２」を「等級別基準職務表」と改めるものでございます。 

 附則としまして、施行期日につきまして、この条例の適用は交付の日から施行。

ただし、２条につきましては、平成２８年４月１日よりとしてございます。 

 ２番に、１条の俸給表は、２７年４月１日から適用し、３０条の１項、これは期

末手当でございますけれども、及び附則の１３項の５５歳以上の特定職員の減額に

ついては、平成２７年１２月１日から適用するものでございます。 

 ３としまして、給与の内払いについてを定めてございます。 

 よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 



 

２８ 

 

－－－日程第１９ 議案第１６号 御代田町特別職の職員で常勤の者等の給与に 

関する条例の一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第１９ 議案第１６号 御代田町特別職の職員で常勤の者等

の給与に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） 議案書の５５ページをお願いいたします。 

 議案第１６号 御代田町特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部

を改正する条例案について、ご説明いたします。 

 御代田町特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例

案について、別紙のとおり提出する。 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 ５６ページをお願いいたします。 

 御代田町特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例

案について、一般職の職員の給与に関する条例と同様に、長野県人事委員会の公務

員の給与等に関する勧告を受けての改正でございます。前回と同じ、施行期日ごと

に２条立てに区分けした形でまとめてございます。 

 第１条では、平成２７年１２月期におけます期末手当の支給月数を「１００分の

１６２．５」から「１００分の１６７．５」に改めます。 

 第２条で、６月期期末手当、「１００分の１４７．５」を「１５０」に、１２月

期期末手当「１００分の１６７．５」を「１００分の１６５」に改めるものでござ

います。 

 附則、この条例は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、第１条の規定は、

平成２７年１２月１日から適用する。 

 よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 
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 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第２０ 議案第１７号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する 

条例の一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第２０ 議案第１７号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） 議案書の５９ページをお願いいたします。 

 議案第１７号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例案について、ご説明いたします。 

 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案に

ついて、別紙のとおり提出する。 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 ６０ページをお願いいたします。 

 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案に

ついて。 

 御代田町特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例

と同様の理由でございます。また、内容についても同じでございます。 

 施行期日で２条立てとまとめてございます。 

 第１条については、５条２項にて、これは１２月期における期末手当の支給月数

を「１００分の１６２．５」から「１６７．５」に、第２条で、６月期期末手当

「１００分の１４７．５」を「１５０」、１２月期期末手当を「１００分の１６７．５」

を「１６５」に改めるものでございます。 

 附則としまして、この条例は、平成２１年４月１日から施行する。ただし、第１
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条の規定は、平成２７年１２月１日から適用する。 

 よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第２１ 議案第１８号 職員の勤務時間及び休暇等に関する 

条例の一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第２１ 議案第１８号 職員の勤務時間及び休暇等に関する

条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） 議案書の６３ページをお願いいたします。 

 議案第１８号 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例

案について、ご説明いたします。 

 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例案について、別紙

のとおり提出する。 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 ６４ページをお願いいたします。 

 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例案について、学校

教育法の一部改正によりまして、現行の小中学校に加えまして、小学校から中学校

までの義務教育を一貫して行う義務教育学校が、新たな学校の種類として規定され

ました。平成２８年４月１日から施行されることとなってございますので、このた

めに改正を行わせていただいております。 

 第１条では、地方公務員法の改正によりまして、「２４条第６項」が「２４条第
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５項」と改めてございます。 

 第５条の２、第１項第２号中「小学校」の次に「、義務教育学校の前期課程又は

特別支援学校の小学校部」を加えるものでございます。 

 この条例は、平成２８年４月１日から施行する。ただし、経過措置を附則の２で

規定してございます。 

 よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第２２ 議案第１９号 御代田町職員の旅費に関する条例の 

一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第２２ 議案第１９号 御代田町職員の旅費に関する条例の

一部を改正する条例案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） 議案書の６６ページをお願いいたします。 

 議案第１９号 御代田町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例案につ

いて、ご説明いたします。 

 御代田町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例案について、別紙のとお

り提出する。 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 ６７ページをお願いいたします。 

 御代田町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例案について、地方公務員

法の改正により、第１条中「第２４条第６項」を「第２４条第５項」と改めるもの
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でございます。 

 附則、この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 

 よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第２３ 議案第２０号 御代田町臨時的任用職員の給与等に関する条例の 

一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第２２ 議案第２０号 御代田町臨時的任用職員の給与等に

関する条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） 議案書の６９ページをお願いいたします。 

 議案第２０号 御代田町臨時的任用職員の給与等に関する条例の一部を改正す

る条例案について、ご説明いたします。 

 御代田町臨時的任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例案につい

て、別紙のとおり提出する。 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 ７０ページをお願いいたします。 

 御代田町臨時的任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例（案）につ

いて。 

 こちらにつきましても、地公法の改正によりまして、第１条中の「第２４条第６

項」を「第２４条第５項」と改めるものでございます。 

 附則、この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 
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 よろしくご審議のほどをお願い申し上げまして、提案説明とさせていただきます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第２４ 議案第２１号 御代田町営駐車場条例の一部を 

改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第２４ 議案第２１号 御代田町営駐車場条例の一部を改正

する条例案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案書の７２ページをお開きいただきたいと

思います。 

 議案第２１号 御代田町営駐車場条例の一部を改正する条例案について、ご説明

をいたします。 

 今回の改正は、主に契約駐車におきまして、現在は、条例上、年単位とされてお

りますけれども、月単位での契約を希望される利用者が多くありますことから、改

正を行おうとするものでございます。 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 改正内容につきましては、７４ページからの新旧対照表をお開きください。 

 第３条では、使用方法ということで、年単位とするものから１月単位というふう

な改正でございます。 

 第６条では、公募の方法ということで、町のオフトーク通信が廃止されているた

め、これを削除するものでございます。 

 第１１条では、使用料の納付ということで、月払いができるような形に改正をす
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るということで、最初の日は契約からの指定の期間、その次の月からは利用開始月

の最初の日、初日ということで、改正をしてございます。 

 それから、１３条の中では、句点が落ちておりましたので、句点の修正をさせて

いただきました。 

 別表２の備考欄に、「契約駐車において、契約期間に１月未満の端数があるとき

は、１月に切り上げるものとする」ということで、改正により、利用月に端数が生

じた場合のことについて、規定をいたしました。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議のほどをお願いします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第２５ 議案第２２号 固定資産評価審査委員会条例の一部を 

改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第２５ 議案第２２号 固定資産評価審査委員会条例の一部

を改正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀税務課長。 

（税務課長 内堀淳志君 登壇） 

〇税務課長（内堀淳志君） それでは、議案書の７６ページをご覧いただきたいと思いま

す。 

 議案第２２号について、ご説明いたします。 

 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出する。 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 本条例の一部改正につきましては、行政不服審査法等が平成２８年４月１日から

施行されることに伴う所用の整備等が主なものとなっております。 
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 ７７ページをお願いいたします。 

 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例（案） 

 固定資産評価審査委員会条例の一部を次のように改正する。 

 改正概要につきましては、７９ページ以降の新旧対照表をご覧いただきたいと思

います。４条では、審査申出に記載すべき事項の追加、それと６項で届出人の行為

について定めているものでございます。 

 ８０ページをご覧ください。第６条では、電子メールによる弁明書、今まで文書

を紙で提出していたものについて、電子メール等を使ったものについても、認める

条項が加えられております。１０条及び１１条は、手数料について追加するもので

す。１０条で手数料の額を、１１条で手数料の減免等について定めております。 

 ８１ページをご覧ください。第１３条では、審査決定書の記載内容等を明示し、

加えたものでございます。 

 附則、この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 

 説明は以上です。よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第２６ 議案第２３号 御代田町介護保険条例の一部を 

改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第２６ 議案第２３号 御代田町介護保険条例の一部を改正

する条例案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） それでは、議案書８３ページをお願いいたします。 

 議案第２３号 御代田町介護保険条例の一部を改正する条例案について、ご説明
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いたします。 

 次の８４ページをお願いいたします。 

 御代田町介護保険条例の一部を改正する条例（案）でございます。 

 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施

行に伴いまして、厚生労働省関係省令の整備に関する省令が公布されました。それ

に伴いまして、御代田町介護保険条例第１２条第２項第１号、こちらは保険料の徴

収猶予、及び第１３条第２項第１号、こちらは保険料の減免でございます。これに

関し、個人番号の記載を追加し、条例の一部を変更するものでございます。一部改

正をするものでございます。 

 附則ですが、この条例は、平成２８年４月１日より施行します。 

 説明は以上でございます。ご審議いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第２７ 議案第２４号 御代田町地域密着型サービスの事業の人員、設備 

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第２７ 議案第２４号 御代田町地域密着型サービスの事業

の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案について

を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） それでは、議案書８６ページをお願いいたします。 

 議案第２４号 御代田町地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例案について、説明いたします。 

 次の８７ページからでございます。 
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 御代田町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例（案）でございます。 

 改正理由でございますが、まず介護保険法の改正であります。それと、医療介護

総合確保推進法の施行によりまして、指定地域密着型介護サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準の改正でございます。こちらの２点となっております。 

 改正概要でございますが、介護保険法の改正では、法第８条第１７項の新設によ

る項の切り下げでございます。厚生労働省令改正によるものは３点ございます。 

 １点目でございますけれども、利用定員が１８人以下の通所介護事業所について

は、小人数で生活圏域に密着したサービスであることから、地域との連携や運営の

透明性が必要であり、市町村が地域包括ケアシステムの構築を図る上で整合性のあ

るサービスの基盤を行う必要があるため、平成２８年４月１日から、現在の県指定

の事業所から市町村指定の地域密着型通所介護所へ移行することとなります。この

ため、条例第３章の２に、地域密着型通所介護の基準を新たに新設いたします。 

 ２点目でございますけれども、運営推進会議の設置の義務化でございます。地域

密着型通所介護は、少人数で地域に根ざしたサービスが期待されているため、地域

との連携と事業所運営の透明性を確保するために、運営推進会議の設置が規定され

ております。 

 ３点目でございますけれども、「複合型サービス」から「看護小規模多機能型居

宅介護」への名称変更でございます。条文でございますけれども、長くなりますの

で、第３章の２の主な内容について、ご説明をいたします。 

 ８８ページでございますけれども、第５９条の２には、地域指定密着型サービス

に該当する指定地域密着型通所介護に関する基本方針が示されております。第５９

条の３、４は、従業員数、管理者に関する基準でございます。９０ページ。第５９

条の５には、事業所の設備及び備品等に関する基準でございます。９１ページ、第

５９条の６から、９６ページ、第５９条の２０までは、利用者の心身の状況等の把

握、指定地域密着型通所介護の基本方針等が示されております。９６ページ、第５９

条の２１から、１０３ページ、第５９条の３８までは、指定療養通所介護の事業の

基本方針並びに人員、設備及び運営に関する基準でございます。 

 １１１ページをお願いいたします。 

 附則、この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 
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 １１２ページからは新旧対照表でございますので、ご参照ください。 

 説明は以上でございます。ご審議いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第２８ 議案第２５号 御代田町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を 

改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第２８ 議案第２５号 御代田町指定地域密着型介護予防サ

ービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る

介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） それでは、議案書１７１ページをお願いいたします。 

 議案第２５号 御代田町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案について、ご説明い

たします。 

 次の１７２ページをお願いいたします。 

 御代田町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例（案）でございます。 

 改正理由でございますけれども、まず１点目は、介護保険法の改正でございます。
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２点目としまして、医療介護総合確保推進法の施行による指定地域密着型介護予防

サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準の改正でございます。 

 改正の概要でございますが、介護保険法改正では、法第８条第１７項新設による

法の切り下げでございます。厚生労働省令改正によるものは２点ございます。 

 １点目でございますけれども、運営推進会議の設置の義務化です。地域密着型通

所介護は、少数人数の地域に根ざしたサービスが期待されるため、地域との連携と

事業所運営の透明性を確保するために、運営推進会議の設置が規定されております。 

 ２点目でございますけれども、「複合型サービス」から「看護小規模多機能型居

宅介護」への名称変更でございます。 

 １７４ページ、附則でございます。 

 この条例は、平成２８年４月１日から施行する。 

 １７５ページからは新旧対照表でございますので、ご参照ください。 

 説明は以上でございます。ご審議いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第２９ 議案第２６号 御代田町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及び管理 

に関する条例の一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第２９ 議案第２６号 御代田町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及

び管理に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 重田教育次長。 

（教育次長 重田重嘉君 登壇） 

〇教育次長（重田重嘉君） それでは、１８４ページをご覧ください。 

 議案第２６号 御代田町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及び管理に関する条例の一部
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を改正する条例案についてでございます。 

平成２８年３月４日 提出 

御代田町長 茂 木 祐 司 

 １８５ページをご覧ください。 

 御代田町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

（案） 

 御代田町Ｂ＆Ｇ海洋センター設置及び管理に関する条例の一部を次のように改

正する。 

 別表中、「プール使用（半日）」とある欄を削除するものでございます。に改める。 

 附則、この条例は、公布の日から施行する。 

 この関係につきましては、御代田町Ｂ＆Ｇ海洋センタープールの取り壊しに伴い

まして、プール使用料に関する部分を削除するものでございます。 

 次のページは新旧対照表でございます。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第３０ 議案第２７号 御代田町消防団員等公務災害補償条例の一部を 

改正する条例案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第３０ 議案第２７号 御代田町消防団員等公務災害補償条

例の一部を改正する条例案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋消防課長。 

（消防課長 土屋 寛君 登壇） 

〇消防課長（土屋 寛君） 議案書の１８８ページをお願いします。 

 議案第２７号 御代田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案
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につきまして、ご説明いたします。 

 御代田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提

出するものでございます。 

 １８９ページをお願いします。 

 この条例案は、第２６条の見出しを「（審査請求）」に改め、同条中「異議申立」

を「審査請求」に改め、消防団員の公務災害補償給付の調整率が変更されたため、

所用の改正をするものでございます。 

 改正内容でございますが、御代田町消防団員等公務災害補償条例附則の第５条の

補償のうち、年金たる傷病補償年金及び休業補償につきまして、当該の補償受給者

が他の法律に伴いまして給付されている従来の調整率を、新たに調整率を改める必

要があるためのものでございます。 

 なお、附則としまして、この条例は、平成２８年４月１日からの適用となるもの

でございます。 

 以上、提案議案の概要を申し上げたところですが、ご審議の上、ご承認いただき

ますようよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第３１ 議案第２８号 平成２８年度御代田町一般会計予算案 

について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第３１ 議案第２８号 平成２８年度御代田町一般会計予算

案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） 議案書の１９４ページをお願いいたします。 
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 議案第２８号 平成２８年度御代田町一般会計予算案について、ご説明をいたし

ます。別冊予算書の１ページをお開きいただきたいと思います。 

 平成２８年度御代田町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７４億４，９４４万１，０００

円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

 （地方債） 

 第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債

の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」

による。 

 （一時借入金） 

 第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの

最高額は、１５億円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第４条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の

経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く。）

に係る予算額に過不足が生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項間

の流用。 

 次の２ページから７ページまでの「第１表 歳入歳出予算」につきましては、お

手元の資料番号１でご説明いたしますので、そちらをご覧ください。 

 まず、歳入でございます。 

 款１、町税。項１、町民税でございますが、９億３，０４０万円の計上でござい

ます。個人が８，０００万余、法人で６，３００万余の増額を見込んでおります。 

 項２、固定資産税でございますが、１１億２，４４１万円の計上でございます。

個人では９００万余の減額を見込んでおりますが、家屋で１，４００万、償却資産

で１，３００万余を、それぞれ増額を見込んでございます。 

 項３、軽自動車税でございますが、４，３３５万円の計上でございます。軽自動
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車の台数の増加と税額変更による増加を見込んでございます。 

 項４の町たばこ税につきましては、１億１，１８０万円、前年より本数増加分に

よる増加を若干見込んでございます。 

 項６、都市計画税でございますが、１億１，５５０万円でございます。こちらも、

土地は減額になってございますが、家屋の増額を見込んでございます。 

 款２から款９までと、次のページの款１１につきましては、県の見込みによりま

して計上してございます。 

 款２、地方譲与税。項１、自動車重量譲与税４，０５０万円の計上でございます。 

 項２、地方揮発油譲与税でございますが、１，７００万円の計上でございます。 

 款３、項１、利子割交付金でございますが、１５０万円の計上でございます。 

 款４、項１、配当割交付金でございますが、３００万円でございます。 

 款５、項１、株式等譲渡所得割交付金、８０万円。 

 款６、項１、地方消費税交付金が２億５，０００万円。 

 款７、項１、ゴルフ場利用税交付金が２，０００万円。 

 款８、項１、自動車取得税交付金が６７８万円。 

 款９、項１、地方特例交付金が１，０００万円でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 款１０、項１、地方交付税でございますが、１１億８，０００万円で、普通交付

税では９，０００万の減額を、特別交付税では３，０００万の増額を見込んでの計

上であります。 

 款１１、項１、交通安全対策特別交付金が１８０万円でございます。 

 款１２、分担金及び負担金。項１、負担金でございますが、９，２８２万２，０００

円の計上でございます。管外保育では５９０万円の増、児童クラブの負担金は若干

７２万円の増、それから保育料負担金は６７５万円の減額を見込んでの計上であり

ます。 

 款１３、使用料及び手数料。項１、使用料でございますが、７，１６１万円の計

上でございます。クラインガルテン使用料で２００万余、駐車場使用料で４０万余、

それから町営住宅収入では６０万の減を見込んでおります。 

 項２、手数料でございます。１，００７万１，０００円の計上でございまして、

これは大きく変動はございません。 
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 款１４、国庫支出金、項１、国庫負担金でございますが、３億４，８８４万

６，０００円の計上でございます。保育所運営費負担金は、その上の欄の子どもの

ための教育・保育給付費負担金という状況に変わってきてございます。それから、

保険基盤安定事業負担金ということで、こちらで１，２００万余の増額を見込んで

ございます。 

 項２、国庫補助金でございますが、１億８，８２３万９，０００円の計上でござ

います。こちらにつきましては、社会資本整備総合交付金関係で２，５００万余の

減、それから学校施設環境改善交付金ということで、１，３００万円余の減、番号

制度関係でも１，６００万余の減を見込んでの計上であります。 

 項３、委託金でございます。１，３５３万６，０００円の計上でございまして、

来年度は参議院選挙８２５万７，０００円、それから国民年金事業では９０万余の

増を見込んでの計上であります。 

 款１５、県支出金。項１、県負担金でございますが、１億９，３８１万１，０００

円の計上でございます。こちらも、名称が変わった関係で２，０００万円が減額に

なりまして、子どものための関係で２，４００万円の計上という形でございます。

そのほかに、国庫基盤安定負担金が６００万円増えた計上でございます。 

 項２、県補助金でございますが、９，１６６万円の計上でございます。農山漁村

の活性化プロジェクトの関係は３００万余の減、多子世帯関係で２７０万円の増、

それから障害者児医療費補助金関係で１２０万余の増額を見込んでございます。 

 項３、委託金でございますが、２，８３２万７，０００円ということで、これは、

県会議員選挙が昨年終わりまして５１０万円の減、国勢調査も終わりまして５９０

万余の減ということです。そうした関係で９００万余の減を見込んでございます。 

 款１６、財産収入。項１、財産運用収入でございますが、１，０４０万７，０００

円の計上でございます。基金利子で１００万円余、それから土地貸付料では３万

４，０００円の減を見込んでの計上でございます。 

 項２、財産売払収入でございますが、３０１万１，０００円、同額での計上でご

ざいます。 

 款１７、寄附金。項１、寄附金でございますが、２，１００万２，０００円とい

うことで、ふるさと納税で１，９００万円、２，０００万弱の増額を見込んでござ

います。 
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 款１８、繰入金。項１、基金繰入金でございますが、１１億１，３２３万２，０００

円を見込んでございます。これは、役場庁舎整備基金繰入金を１０億円見込んでの

大きな増額となってございます。 

 款１９、項１、繰越金でございますが、５，０００万円を計上させていただいて

おります。 

 款２０、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料でございますが、２０４万

２，０００円の計上でございまして、前年ほぼ同額でございます。 

 項２、町預金利子でございますが、歳計現金等の利子で８０万円の計上でござい

ます。 

 項３、貸付金元利収入でございますが、２，６５８万９，０００円でございまし

て、奨学金の関係でも２４万余の減になってございます。 

 項４、雑入でございますが、８，４６９万５，０００円の計上でございまして、

９００万円余の増となってございますが、一番大きなものといたしましては、消防

団員の退職金の報奨金が入ってくるという状況で見込んでございます。 

 款２１、項１、町債でございますが、１２億４，１９０万円の計上でございます。

大きなものといたしましては、役場庁舎整備事業債ということで８億３，０００万

余の計上でございます。 

 歳入合計といたしましては、７４億４，９４４万１，０００円でございます。 

 続きまして、次のページ、歳出でございます。 

 款１、項１、議会費でございますが、７，６９１万円でございます。こちらにつ

きましては、昨年と比較いたしまして、議員の期末手当の増、６０万円余の増と、

それから共済費負担金が大きく、７６０万余減額となってございます。そうした関

係の中で、大きく減額になってございます。 

 款２、総務費。項１、総務管理費でございますが、２３億６，０８７万８，０００

円でございます。大きく増額となってございますのは、役場庁舎整備基金、１８億

円余でございます。 

 項２、徴税費でございますが、１億１７０万４，０００円でございます。こちら

につきましては、固定資産税客体調査業務関係で９００万余の減、それから土地評

価管理業務委託の関係で１２０万余の減、土地鑑定料では６００万余の増というよ

うな見込みでございます。 
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 項３、戸籍住民基本台帳費でございますが、５，５６１万１，０００円の計上で

ございます。こちらにつきましては、コンビニ交付事業経費ということで、２，１００

万余が増額になってございます。 

 項４、選挙費でございます。本年度は９２７万円の計上でございます。本年度は、

参院、それから長野県選挙の関係は減額という形での計上であります。 

 項５、統計調査費でございますが、６６万２，０００円ということで、新年度は、

国勢調査が本年度は終わりましたので、その金額が大きく減ぜられております。 

 項６、監査委員費でございますが、６７万２，０００円で、同額でございます。 

 款３、民生費。項１、社会福祉費でございますが、９億２，０７３万６，０００

円の計上でございます。国保特会への繰出金が２，４００万円の増、それから佐久

広域社会福祉施設整備負担金ということで１，５５０万余の増、それから障害者自

立支援給付費関係で９００万余の増ということで、大きく増額になってございます。 

 項２、児童福祉費でございますが、９億２，１００万１，０００円の計上でござ

います。こちらにつきましては、認定こども園施設型給付費ということで、１，０００

万円余の増額を見込んでございます。それから、雪窓保育園の大規模改修で１，４００

万円余の増を見込んでございます。それから、東原児童館整備経費ということで１

億５，０００万余ということで、大きく増額となってございます。 

 款４、衛生費。項１、保健衛生費でございますが、１億７，６７２万９，０００

円の計上でございます。新斎場建設負担金がなくなりましたことによりまして、２

億円余の減額となってございます。 

 項２、清掃費でございます。３億４，３８１万１，０００円の計上でございます。

こちらにつきましては、新クリーンセンター整備負担金関係で、７，４００万余、

増額となってございます。 

 款５、労働費。項１、労働諸費でございますが、５９万６，０００円という計上

で、ほぼ前年同額でございます。 

 款６、農林水産業費。項１、農業費でございますが、８，４７９万２，０００円

の計上でございます。こちらにつきましては、クラインガルテン整備関係で１８０

万余の減と、農業委員関係の臨時職員賃金で１７０万余の増、クラインガルテン管

理委託ということで１９０万余の増というような状況での見積もりであります。 

 項２、林業費でございますが、１，８１４万９，０００円の計上でございます。
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こちらにつきましては、有害鳥獣、これは鹿でございますが、商品化事業経費とい

うことで、３３０万余を増やしての計上であります。 

 項３、農地費でございます。９，９９３万１，０００円の計上でございまして、

こちらにつきましては、農業体質強化基盤整備促進事業ということで、１，０００

万余の増額を見込んでの計上であります。 

 款７、項１、商工費でございますが、７，３４１万４，０００円の計上でござい

ます。こちらにつきましては、工業振興奨励補助金が１，２００万余の減、それか

ら創業支援、就労支援等では２００万円の増というような状況での計上であります。 

 次のページをご覧ください。 

 款８、土木費、項１、土木管理費でございますが、３，７２５万３，０００円の

計上でございます。こちらにつきましては、道路改良、県道改良負担金で２５０万

円の増等を見込んでの計上であります。 

 項２、道路橋梁費でございますが、２億１，７４３万６，０００円ということで、

こちらにつきましては、都市再生整備計画事業費で１億３，０００万余の減を見込

みましたので、大きな減額となってございます。 

 項３、河川費でございますが、３５３万５，０００円の計上でございまして、ほ

とんど同額でございます。 

 項４、都市計画費、２億７，４８８万４，０００円の計上でございます。こちら

につきましては、県の委託事業でございます都市計画基礎調査業務委託で４００万

円の増を見込みました。住宅リフォーム補助金は２７年度をもって終了となってご

ざいます。下水道特会への繰出金が２，５００万余増える見込みでございます。 

 項５、住宅費でございます。１，３００万９，０００円の計上でございます。町

営住宅修繕工事ということで、２，２００万円の減でございますが、これは平和台

住宅の取り壊しが終了したことによります。 

 款９、項１、消防費でございます。２億７，３６０万１，０００円でございます。

こちらにつきましては、衛星系行政無線設備更新関係の負担金で、９００万、

約１，０００万の増額が見込まれております。それから、団員退職の報償金で

１，７００万の計上をいたしましたので、２，０００万余の増という計上になって

います。 

 款１０、教育費。項１、教育総務費でございます。４，００７万４，０００円の
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計上でございます。こちらは、幼稚園関係経費がこども係につけ変わったことによ

りまして、２，４００万円の減額という状況の中で、大きく減額になってございま

す。 

 項２、小学校費でございます。７，８２８万７，０００円の計上でございます。

こちらにつきましては、南小学校の施設改良工事ということで５９０万余の増額を

見てございますが、北小も教育振興費の消耗品３００万、それから南小も同じく

４７９万円減という状況の中で、１，３００万円の減となってございます。 

 項３、中学校費でございますが、７，３３０万２，０００円の計上でございます。

こちらにつきましては、非構造部材耐震化工事が終了いたしました。２，８００万

余の減、それから中学校では、振興消耗品の関係が４２０万円ほど増額となってご

ざいます。 

 項４、社会教育費でございますが、１億３，６６９万２，０００円の計上でござ

います。文化施設の修繕工事ということで、雨漏り等の修繕を行うということで

７００万余の増、それから、企画展示関係で１６０万余の増という状況でございま

す。 

 項５、保健体育費でございますが、４，５９６万６，０００円の計上でございま

す。こちらにつきましては、プール解体工事が終了いたしましたので、３，０００

万余の減という形になってございます。 

 項６、学校給食費でございますが、７，６３９万９，０００円の計上でございま

して、こちらにつきましてへ、手数料で８０万余の増額が見込まれてございます。 

 款１１、災害復旧費。項１、農林水産業施設災害復旧費で２０６万４，０００円

ということで、ほぼ同額。 

 それから、項２の公共土木施設災害復旧費も、２５３万円と、ほぼ同額を計上し

てございます。 

 款１２、項１、公債費でございますが、８億８，６７２万３，０００円の計上で

ございまして、元利利子、元金償還が始まる関係で、元金で１億１，６２８万

８，０００円の増額を見込んでございます。 

 １３の諸支出金でございますが、こちらは普通財産取得費として項目のみでござ

います。 

 予備費に、４，２６６万２，０００円を置きまして、算出合計７４億４，９４４
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万１，０００円とするものでございます。 

 それでは、別冊予算書の８ページをお開きいただきたいと思います。 

 「第２表 地方債」でございます。起債の目的、限度額、起債の方法、利率、償

還の方法でございますが、まず公共事業等債でございますが、１億６，２８０万円

ということで、起債の方法は、ほかのものも一緒でございますが、証書借入、又は

証券発行。利率につきましては年４％以内。政府資金については、その融資条件に

より、銀行、その他の場合には、その債権者との協定によるものとするという条件

でございます。 

 一般事業債として８億３，２００万円、これは主に役場庁舎関係でございます。

緊急防災・減災事業ということで６９０万円、臨時財政対策債ということで２億

４，２００万円ということで、合計１２億４，１９０万円の地方債を発行する予定

でございます。 

 説明は、以上であります。よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 昼食のため休憩します。午後は、１時３０分より再開します。 

（午前１２時１５分） 

（休  憩） 

（午後 １時３０分） 

〇議長（古越 弘君） 休憩前に引き続き、本会議を再開します。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 野元三夫議員。 

（６番 野元三夫君 登壇） 

〇６番（野元三夫君） 議席番号６番 野元三夫です。 

 ２８年度一般会計予算について、３点ほどお伺いします。 

 まず、資料番号１ページの款１、町税、項２、固定資産税で、説明欄の固定資産

税が、家屋が５，５００万円と前年より１，４００万円ほど増加していますが、こ

れは新築住宅の増加と考えてよろしいでしょうか。そして、また予算書の１１ペー

ジの説明欄には、新築住宅取得による２分の１減免が１，８００万円計上されてい

ます。そして、減免期間は一般的な家屋で３年だったと思うのですが、この家屋に
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かかる固定資産税の今後の予測というのを、ちょっと１点目としてお答えいただき

たいと思います。 

 ２点目にいきます。２点目の方が、やっぱり資料番号１のページ４、４ページの

款２、総務費、項１、総務管理費で、県派遣職員負担金が計上されていますが、派

遣先はどこで、主な仕事はどのようなお仕事をされるのか。そして、町にとっての

メリットはどのようなことを想定されているのかというのを２点目にお伺いした

いと思います。 

 ３点目として、その下の役場庁舎整備経費が１８億３，０００万円計上されてい

ますが、町長の招集あいさつでも簡単に説明があったのですが、もう少し詳しく今

後の予定というものをお答えいただければと思います。 

 その３点、お願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 内堀税務課長。 

（税務課長 内堀淳志君 登壇） 

〇税務課長（内堀淳志君） お答えします。 

 まず、１点目の固定資産税の家屋の増額が前年度より１，４００万増加したとい

う理由ですけれども、野元議員のお考えのとおり、新築家屋の増加によるものでご

ざいます。 

 ２点目ですけれども、ご質問に関わる、家屋に関わる固定資産税の推移の予想と

いうことなのですけれども、家屋の新築の新増築について、過去の実績を参考にお

おむね１００棟程度ということになっておりますので、それを仮定した場合、家屋

にかかる固定資産税は、おおむね５億前後を推移するのではないかというふうに個

人的には考えております。 

 以上です。 

〇議長（古越 弘君） 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） お答えいたします。 

 まず、総務費の総務管理費の県派遣職員負担金ということでございますけれども、

この負担金は、派遣するのではございません。地方自治法第２５２条の１７条の規

定に基づきまして、長野県から自治法派遣を受けるものでございます。同条により

まして、この県から来る職員の給与は派遣を受ける地方公共団体が負担することと
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されていることから、県との職員の派遣協定に基づきまして、こちらに負担金を納

入し、給与等の支払いは県が行うこととなります。 

 この派遣制度には、相互派遣、自立支援派遣、今説明しました自治法派遣の３つ

がございます。また、今回、招集あいさつでも町長は述べておりましたけれども、

東京事務所に派遣する研修派遣もございます。 

 さて、この派遣では、各種振興策を展開する中で、経験豊富で専門的な知識を備

えた県職員を課長職として迎え入れるものでございます。今年度、課長職１１名中

５名が退職することとなりまして、課長職が非常に若返るということとなります。

若さというメリットもございますけれども、経験不足を心配する声も出てまいりま

す。県の方で経験を積んだ４０歳台の後半の方を課長として迎えまして、組織の強

化を図るとともに、県との情報共有や太いパイプがつくれることとなります。この

ことは、将来の御代田町の行政運営に大きなメリットが生まれることとなるという

ふうに考えてございます。 

 もう１点、役場庁舎の整備経費の関係の今後のスケジュールということでござい

ますけれども、解体工事は、この３月３１日までの工期となってございます。これ

が終了したところで、３月までに、今度、あわせながら造成工事の実施計画が完了

することとなっておりますので、４月からは造成工事を着工しまして、これは一応

７月ぐらいをめどとしてございます。この後、８月から特殊基礎工事を着工しなが

ら本体工事の方に入っていき、平成２９年１１月末を完成予定という形で進めてま

いりたいと思っております。 

 以上です。 

〇議長（古越 弘君） 野元三夫議員。 

〇６番（野元三夫君） わかりました。１つ目の質問のところで、減免、２分の１が１，８００

万計上されてという問いかけもしたのですが、これは１年間に１００棟ぐらいずつ

建たるだろうということであれば、そのまま減免の分にも推移しているから、将来

にわたったものだから５億円ぐらいの予算で推移するだろうということで理解し

ていいのかというのが１つ目。 

 ２つ目についての２番目の自治法派遣という質問のところでは、ちょっと僕の認

識不足もあったのですが、県からも派遣が入るというお話を１つ聞いたとともに、

今度は逆に東京事務所へ出向されるというお話をお伺いしたものですから、その東
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京事務所へ派遣されるメリットというのを、ちょっとお聞かせいただければありが

たいと思います。 

 ３番目については理解できましたので、その２点について、お答えください。 

〇議長（古越 弘君） 内堀税務課長。 

（税務課長 内堀淳志君 登壇） 

〇税務課長（内堀淳志君） 今の新築軽減の部分も含めまして、一応５億前後で推移する

というふうに考えております。 

〇議長（古越 弘君） 尾台総務課長。 

（総務課長 尾台清注君 登壇） 

〇総務課長（尾台清注君） 東京事務所の派遣につきましては、業務内容が企業誘致等々

でございます。また、その活動の中には、企業誘致関係の省庁、また、それぞれの、

長野県人会の皆さんとのお付き合いやら、代議士先生の方にも、いろいろと情報交

換等々に行くというふうになっておりますので、そちらの形から、いろいろな情報

がまた町の方にも直接入ってくるところも増えてくるのかなと思っております。 

〇議長（古越 弘君） 野元三夫議員。 

〇６番（野元三夫君） 質問を終わります。 

〇議長（古越 弘君） ほかに質疑のある方。井田理恵議員。 

（２番 井田理恵君 登壇） 

〇２番（井田理恵君） 議席番号２番 井田理恵です。 

 私は、４点ほどお伺いいたします。 

 予算書８３ページです。項２番、説明欄の１９００１、新クリーンセンターの整

備負担金７，９２９万６，０００円ですかね。７，９２９万円の内訳をお聞かせく

ださい。それから、これは、もし、この後全協などの説明があるかもしれないと思

いますが、この場で一応大きな内訳として、金額的には７，９２９万ということで、

建設事業費というか、準備金というのか、その辺の感じのところがちょっと読めな

いので教えていただきたいと思います。 

 それから、予算書９１ページの款６、項２、農林水産事業費の林業非常にについ

てです。説明欄０２０－０１、有害鳥獣（鹿）商品化事業経費３３４万円、そして、

その下の、今これの具体的な内容を聞きました。商品化にするということで目新し

い事業だと思うのですけれども、この先はどういうふうになるのか、これの具体的
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な内容を教えていただければと思います。 

 それから、その下ですけれども、１８００３の保冷コンテナ購入費は、どこのコ

ンテナなのか。 

 それから、９６ページです。歳出の款７の項１、商工費。１９００２、工業振興

奨励補助金２，９７１万９，０００円がありますけれども、前年比よりも１，２１１

万９，０００円減っていますけれども、多分、該当するところが減ったのか、その

辺をちょっと教えていただきたいなと思いました。 

 これについて、またちょっとお聞きしたいと思いますけれども、お願いいたしま

す。 

 ごめんなさい。失礼しました。もう１件ございます。 

 県の補助金の方で６００万円の、農業費ですけれども、新規就農の経営継承補助

金ですけれども、これも例年と同じように６００万円計上されていますが、その具

体的な、具体的というか、展開と見込みと予想をお願いします。 

〇議長（古越 弘君） 以上でいいですか。荻原 浩町民課長。 

（町民課長 荻原 浩君 登壇） 

〇町民課長（荻原 浩君） それでは、１点目のクリーンセンターの負担金の内訳につい

てお答えをいたします。 

 負担金の総額は７，９２９万６，０００円のうち、温浴施設の整備費に対する負

担金が７，１５４万２，０００円で、こちらがほとんどを占めております。温浴施

設の全体事業費が１８億９，４３７万９，０００円でございますので、この３．７８％

を御代田町で負担するというものでございます。 

 それと、内訳としまして、ごみ焼却施設の整備費、いよいよ来年度から土地造成

等が始まりますが、こちらに対する負担分が４０２万３，０００円で、こちらは実

績割が９０％、均等割１０％ということで、この来年度の整備費用全体の６．８９％

を負担するということでございます。 

 それと、最後の３つ目ですが、組合の運営費、議会とか事務費等がございますが、

こちらに対する負担分が３７３万１，０００円、こちらは実績割１００％となって

おりまして、運営費全体としましては４．８７％を御代田町で負担と。 

 この３種類を合計しまして、７，９２９万６，０００円ということでございます。 

 以上です。 
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〇議長（古越 弘君） 荻原産業経済課長。 

（産業経済課長 荻原春樹君 登壇） 

〇産業経済課長（荻原春樹君） それでは、私の方から２点目の有害鳥獣の鹿商品化事業

の関係等について、ご説明いたします。 

 近年、全国的に有害鳥獣の鹿の増加と、捕獲した鹿の処理方法が問題となってご

ざいます。特に処理方法につきましては、現在、当町では埋設処理をしている状況

であります。 

 動物の死骸は、現在、一般廃棄物として定義をされてございまして、本来であれ

ば埋設処理ができないような状況があります。ただ、環境省の指針では、鳥獣の保

護及び狩猟の適正化に関する法律の施行に伴う留意事項というようなことで指針

がございまして、捕獲されたものについては、原則として持ち帰ることとして、や

むを得ない場合に限り、生態系に影響を与えないような適切な処理で埋設すること

が許されている状況です。御代田町においては、このような状況の中で、町有地に

おいて埋設処理をしているところであります。 

 しかし、この処理しているところが１０年以上使い続けているという中で、今後、

処理ができる範囲が限られている状況がありまして、今後、支障が出る可能性があ

ります。こういった背景から、小諸市においてこれまで研究が進められていました

鹿の肉をペットフードへ加工して商品化しようということで、有害鳥獣（鹿）商品

化事業、こちらを計画されておりまして、御代田町も参画することを検討してきま

した。 

 この事業は、小諸市が研究とか試作品の製作等を進めてきたもので、現在、新年

度、５月からの稼働を目指して加工施設の建設を進めている状況であります。小諸

市では、この事業を小諸市だけで進めるのではなく、捕獲固体の処理方法について

苦慮している近隣の市町村と連携しまして、広域的に展開していきたいということ

で、鹿の処理の問題の解決を目指していこうというところでございます。 

 この事業につきましては、駆除した鹿は、各市町村に保冷用のコンテナを設けま

して、その中に市町村では保管をして、小諸市のほうで収集して、小諸市の施設の

方で商品化していくというようなことで、事業を進める予定となっております。 

 本年、予算計上した経費でございますが、捕獲した鹿の収集運搬・加工業務にか

かる経費の委託料としまして５７万４，０００円、あるいは保冷コンテナを設置す
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るにかかる経費としまして、電気料とか、設置するに当たって建築確認が必要な状

況になってきております。そういった経費、あとコンテナを置く基礎工事などの経

費をお願いしております。保冷コンテナにおきましては、御代田町のものを入れる

ということで、予定をしてございます。 

 続きまして、商工費の工業振興補助金の関係でございます。こちらは、町の工業

振興条例に規定してあります工場適地等で事業をされている企業の用地購入費、設

備投資などの固定資産税に対する補助金ということで、３年間にわたり一定割合で

補助をしてございます。 

 具体的に言いますと、新規に土地を購入された場合、固定資産税相当額に、１年

目１００分１００、２年目には１００分の５０、３年目は１００分の３０という率

を掛けた額に相当する額を事業所の方に補助をしてございます。また、家屋とか、

償却資産に対する分につきましては、若干、これも率が変わってきておりまして、

初年度１００分の１００、２年度目は１００分の７０、３年度目は１００分の５０

と、こういった率を掛けて、補助をしてございます。 

 なお、この事業費につきましては、前年より１，２２０万ほど減額となってござ

います。これにつきましては、初年度分の予算は、どの補助でどれだけの投資をす

るかというものがつかめない状況もございますので、一定の額で見積もっておりま

す。２年目、３年目におきましては、前年の実績に補助率を掛け直しまして計算を

しているというような状況がございまして、初年度に多額の設備投資が行われた場

合は、その分、２年目、３年目は減り幅が大きくなるような状況になっているので、

そういうことでご理解をお願いしたいかと思います。 

 続きまして、農業費の新規就農経営継承総合支援補助金の関係でございます。 

 新規就農経営継承総合支援事業補助金につきましては、経営開始直後の新規就農

者に対しまして、給付金を給付する事業となってございます。こちらは、国からの

補助金、充当率が１００％の補助金となっております。 

 この事業につきましては、農業従事者の高齢化が進む中、持続可能な力強い農業

の実現というようなことで、青年の新規就農者等を支援する事業となっておりまし

て、具体的には、経営の安定が難しい新規就農から５年の間、年額１５０万円を給

付することとなっております。ただし、農業所得が２５０万を超えた場合、支給が

とまるようなシステムになっておりまして、２７年度予算では、２名ほど所得オー
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バーになった方がいらっしゃいまして、減額をお願いしております。 

 平成２８年度事業では、継続者３名と、新規予定されています１名の４名分を

６００万円、歳入、歳出、それぞれ計上させていただいております。今後、こうい

う予定者がいらっしゃいましたら、補正対応というようなことで考えているところ

でございます。 

 以上です。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員。 

〇２番（井田理恵君） 新クリーンセンターの事業内訳につきましては、また、後ほど多

分説明をいただけることを期待して、今、内訳を話していただきましたので、わか

りました。事業費ということでは、まだ建設事業は、これから、広域の事業ですの

で、進み次第、予算を補正で計上していただきたいと思います。 

 鹿の商品化は、小諸市と提携してやるということで、保冷庫もそちらの分という

ことで理解しました。それは、今、その先をどういうふうに見通すかということで、

初めてというか、目新しい事業なので、その商品化までして、そして、それを保存

して小諸市に委託するという流れの中で、御代田町としての発信というのは、どう

いうもので今後やっていくのかということは、ちょっとまた事業展開の目指すとこ

ろとして教えていただきたいなと思います。ジビエ料理とか、いろいろなところで

活用できる夢があるのかなとも思いますし、その辺は、もしまだ検討中でしたらそ

れでも構いません。それと、もし、案というか、そういうプランがありましたら、

またお示しいただきたいと思うのですけれども。 

 それから、工業振興奨励補助金の中で、実績に合わせた補助率を計算式で上げて

その数字を出したということで、１，２００万円減額になってはいますけれども、

一応、町長のあいさつにもございましたけれども、本当に経済の底力をつけるとい

うことで、工業奨励補助金とかを、もうどんどんバックアップしていくという、当

初のごあいさつにもありましたし、その辺はまたこれからもう少し積極的な予算計

上をされるのか。また、そういう新規事業者が工業的な企業誘致ができたらば、当

然ながら補正をされるのか。その辺の意気込みを、意気込みというか、予算をかた

く見積もっているなということはわかりましたけれども、もしお答えしていただけ

ればありがたいです。 

 それから、新規就農も同じなのですけれども、最後の確認ですけれども、補助金
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が今お１人出ているということで、それも今お答えいただきました。またそういう

方が出てくるようだったらば、それを育てて、そして、その方が２５０万円以上に

なれば、もうそれは要らないということで下がっているのもわかりました。また、

そういう希望者が出てきたり、そういう志のある方が出てきましたら、補正をされ

るということでよろしいでしょうか。教えていただきたいと思います。 

〇議長（古越 弘君） 荻原町民課長。 

（町民課長 荻原 浩君 登壇） 

〇町民課長（荻原 浩君） クリーンセンターの件でございますが、今回当初予算に盛り

ました温浴施設の関係につきましては、まだ現在工事中でございまして、全協の方

でも、詳しく資料等をお示ししながらご説明申し上げますが、１２月のオープンを

目指しております。当然、事業費変更とか、増額、減額の可能性もございますので、

補正等は、またその都度お願いしてまいりたいと考えております。 

 それとあと、あくまでも今回は当初予算に盛ったのは温浴施設の部分のみだけで

ございますので、応分負担をしていくと決められている南北線のことですとか、あ

と御代田町から要望しております面替区からの要望事項の応分負担というのも、当

然これから具体的な二者協議に入ってまいりますので、それが決着したところで、

また説明を申し上げながら、補正で増減をお願いしていくという流れになりますの

で、よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 荻原産業経済課長。 

（産業経済課長 荻原春樹君 登壇） 

〇産業経済課長（荻原春樹君） お答えいたします。 

 鹿の商品化の事業の関係でございますが、小諸市の方の事業を、今年度から、平

成２８年度から参画というようなことで実施をしていきたいというところでござ

いまして、今後につきましては、まだジビエとかそういったものまでの検討はでき

ていないのが現実でございます。 

 それと、工業振興補助金等の関係でございまして、町長の招集のあいさつにもご

ざいましたが、御代田町の方に新規参入をしてきていただける企業さん、あるいは

御代田町で既に起業されている工場とかそういった方々が、新たに用地を求めてい

らっしゃるというような場合に、１億円程度の規模ということで現在考えておりま

すが、補助金を出していこうということで、今検討をさせていただいております。
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今後は、こちらの法整備をした上で、実際にそういう企業さんがいらっしゃった場

合については、補正予算で対応をしていきたいと考えているところでございます。 

 新規就農の方におかれましては、現時点でお１人の方が希望があるという状況で

ございまして、今後、そういう希望者がいらっしゃいましたら、国の補助金の枠を

確保しながら、予算計上をしていきたいと考えております。よろしくお願いします。 

〇議長（古越 弘君） 井田理恵議員。 

〇２番（井田理恵君） もう最後に、工業振興奨励補助金でございますが、ただいまのよ

うな回答をいただきました。町長の招集あいさつの中にしっかりと文言の中で増減、

１億円という数字まで出ております。そのような所信のお言葉と、ちょっとかたす

ぎる予算の組み方が、ちょっとちぐはぐな感じがいたしましたので、質問を、今、

最後にちょっと一言つけ加えさせていただきましたけれども、そのように対応して

いただくということで、よろしくお願いしたいと思います。 

 終わります。 

〇議長（古越 弘君） ほかに質疑のある方。市村千恵子議員。 

（１２番 市村千恵子君 登壇） 

〇１２番（市村千恵子君） 議席番号１２番 市村千恵子です。 

 ２点お聞きいたします。 

 １点目ですけれども、この予算書の方の６９ページであります。民生費になりま

す。 

 招集あいさつにもありましたけれども、雪窓保育園の大規模改造工事ということ

で予算計上されています。この雪窓保育園の大規模工事は、名前から結構大きな工

事なのかなという中では、小学校なんかの場合は夏休みを利用してということがで

きると思うのですが、保育園の場合、お休みが少ない中で、どういった形で進めら

れていくのか。工事期間なども含めて、質問、お願いしたいと思います。 

 それから、８３ページ、衛生費ですね。項２の清掃費の中の説明欄で、８３ペー

ジ。豊昇以下は、公園草刈等委託料ということで今回予算計上されています。この

豊昇ふるさと公園、平成２２年より県の元気づくり支援金を活用して、町と豊昇区

で、放置された産業廃棄物を撤去して公園整備されました。そういう経過の中で平

成２５年の４月に完成したわけですけれども、３年ぐらいは地元で管理をというお

話、町との協議の中で進められてきたけれども、やはり豊昇区も高齢化が進む中で、
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かなり、ちょっと負担になってきているという中で、今回、町の方で管理をすると

いうことで予算計上されてきていると思うのですけれども、この管理内容をどのよ

うに考えているのかというのと、また、今後、公園ということなのですけれども、

町の中には公園条例で定めて、都市公園とか、緑地公園とか、いろいろあるわけで

すけれども、そういうところの公園としての位置づけしていくことを考えているの

か、その点について、お願いします。 

〇議長（古越 弘君） 荻原 浩町民課長。 

（町民課長 荻原 浩君 登壇） 

〇町民課長（荻原 浩君） お答えいたします。 

 まず、雪窓保育園の方ですが、工事費１，４７７万３，０００円の内容について、

お答えをいたします。 

 雪窓保育園は、平成５年の建て替えから２３年が経過しております。近年は、建

物の長寿命化を図るため、２年に１度、専門業者に建物診断を委託しておりまして、

その診断の結果、緊急性の高いものから、毎年順次修繕工事を計画的に実施してき

ております。 

 平成２６年度に実施した建物診断の結果、いよいよ屋根と外壁の修繕が必要とな

りまして、当初は屋根と外壁を２年に分けて、それぞれ別々に修繕していく予定で

したが、足場の仮設費などの重複する経費が多く経済的ではないこと、更には２年

にわたって園児に不自由と危険性が及ぶ恐れがあることから、この２８年度、新年

度に、同時に実施したいというふうに、予算計上したところでございます。 

 工事の内容につきましては、屋根、外壁、物置等の塗装及び痛みが激しい部分的

な外壁部分のサイディングボードの張りかえなど、外周り全体の改修を予定してい

るところでございます。工事期間等につきましては、今回の当初予算に実施設計の

監理委託料１０１万６，０００円も一緒に盛ってございます。新年度早々に委託業

務を発注したとしても、設計に３カ月から４カ月程度を要しますので、工事発注は

早くても８月過ぎころになってしまいます。設計の結果にもよりますが、設計結果

の工事量にもよりますが、来年３月までに完了するように、工期を設定したいとい

うふうに考えております。 

 また、ある程度長期の工事期間は必要になるということは予測しておりますが、

休園せずに、通常の保育業務に支障がないよう、足場をスライド式に組むなど、安
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全面にも十分に配慮しながら実施してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

 それと、２点目の豊昇ふるさと公園でございますが、議員のご質問のとおり、平

成２４年、当初は区の方で管理するというような形で工事、整備を実施してまいり

ましたが、平成２４年の１０月２日付で、豊昇区から、将来的には町の観光施設と

して位置づけて、将来にわたって町が維持・管理する公園してもらいたいという陳

情がございました。 

 今回、クリーンセンターの関係に伴いまして、平成２６年１０月２０日付では、

町の維持・管理としてもらいたいという要望書が提出されまして、それに対して、

２７年１１月１０日付で、豊昇区に、町が維持・管理を行ってまいりますと回答し

てきた経過がございます。それに基づきまして、来年度から、こっちの方で維持・

管理をしていくということで予算計上したものでございます。 

 草刈等の委託料２９万３，０００円となっておりますが、この内訳につきまして

は、豊昇ふるさと公園の部分が１３万９，０００円と、あと現在休止となっている

原町と平和台間にあります久保沢の最終処分場、今休止となっているのですが、こ

ちらの管理委託料の１５万４，０００円、これを含めて２９万３，０００円という

予算計上でございます。 

 豊昇ふるさと公園の管理内容につきましては、シルバー人材センターに委託して、

草刈りとか、生け垣の選定とか、遊歩道への除草剤散布などを年３回実施していく

予定となっております。 

 それと、更に今後の位置づけについてでございますが、現在の豊昇ふるさと公園

の北側に接しています湯川の護岸工事の早期完成を、こちらも豊昇からのクリーン

センターの関係で要望があったものでございますが、こちらを今県に強く要望して

いるところでございまして、事業は、若干というか、去年、おととしで検討自体は

進みまして、豊昇区へも説明会等があったと聞いております。 

 ただ、実施がなかなか、着工の方がなかなか県の予算がつかないというところで

足踏みしている状態ではございますが、この早期完了を強く要望しているところで

ございまして、この護岸工事、豊昇のところに接する上流の方まで護岸工事を要望

しておりますので、これは護岸工事が完了すれば、今の公園の上流部にも新たに整

備する、その倍、３倍までいきませんが、２．何倍ぐらいの広さに新たに整備する

ことができますので、そうなった、もっと広くなった、きれいに整備されたという
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ところをもって、建設水道課等と協議をしながら、その広くなった上流部分をあわ

せた位置といいますか、範囲をもって、御代田町の公園条例の第３条に規定するそ

の他公園、あるいは同条の第２６条に規定されております緑地公園のどちらかで位

置づけてまいりたいというふうに現在のところ考えているところでございますの

で、よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 市村千恵子議員。 

〇１２番（市村千恵子君） 終わります。 

〇議長（古越 弘君） ほかに質疑のある方。池田議員。 

（１４番 池田健一郎君 登壇） 

〇１４番（池田健一郎君） 議席番号１４番、池田健一郎です。 

 同僚議員、いろいろ質問が出ました。私の質問として１点だけお願いします。 

 昨年まで、住宅リフォーム補助金というやつをずっと続けてやってきたのですけ

れども、今年度の予算には、これが、計画が全然繰り入れられておりませんが、同

僚議員の方からも何回となくこれは続けてほしいというような要望が出ていた問

題だと思うし、またこれは、あって、ない、予定に入れておいてもらっていいなと、

こんなふうに思っていたので、この辺について、なぜこれを、計画を削除したのか。 

 それからもう１つ、公共下水道特会の繰出金が、この表で見ると、昨年より

２，５００万ほど増えているのですけれども、これらに対する特会へ出すお金の増

が、どういう内容なのか、この辺について、ちょっと説明をお願いします。 

〇議長（古越 弘君） 大井建設水道課長。 

（建設水道課長 大井政彦君 登壇） 

〇建設水道課長（大井政彦君） お答えいたします。 

 リフォーム補助の関係ですけれども、一般質問等でもご説明申し上げましたけれ

ども、５年間という奨励補助ということで、まず最初の取っかかりが、国の、政府

の方の政策でリフォームが始まったところでございます。その初年度だけ、たしか

５，０００万円でしたかね、補助が出たということです。その次の年からは、もう

完全に国からの補助はない、打ち切られたということで、４年間はもうずっと町の

単独経費できたという経過がございます。 

 そういった奨励補助につきましては、とりあえず一旦５年間で終了ということで、

今年度は予算計上はしなかったということでございます。 
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 それと、公共下水道の一般会計からの繰り入れですが、新年度の説明のときにも

関わってくるわけですが、実は２７年度の一番大きいところは、使用料の収入が当

初の見込みよりも少なかったということでございます。 

 それはなぜかといいますと、２７年度当初から新規の事業を大きく見込んでおっ

たわけですが、ミネベアさんの方から、取り入れたい、工場の水を流入させたいと

いうお話がございまして、その排水流入は、おおむねですけれども、１日平均１１８

トンを見込んでいたわけでございます。その１１８トンのうちの、３０日を１月だ

と３，５４０トンになるのですが、そうしますと、およそ１００万円強の１カ月

分、それで１２カ月分の１，２７０万、約１，３００万、それ以上を見込んでい

たところが一番大きな原因で、その当初の見込みの収入を２７年度と比べると、２８

年度は実績からしますと、来年度もまだミネベアさんの方はちょっと、工場の方の

水をつなぎ込むというお話が来ていませんので、例年どおりの予算計上に戻ったと

いうふうに理解していただければ結構だと思います。 

 以上です。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１４番（池田健一郎君） 最初のリフォームの補助金というのを、国、県の補助がない

からやめますよというのでは、あまりにも何か寂しいあれじゃないですか。先ほど、

午前中の町長の招集のあいさつでも言っていましたように。 

〇議長（古越 弘君） 池田議員に申し上げます。質疑の場で意見を述べることはできま

せんので。 

〇１４番（池田健一郎君） わかりました。 

 これは、やめるということは決していいことではないので、続けていく方法を検

討してください。 

 次に、先ほどの課長から説明のあった、この増額が、これからも、今後も、こう

いった姿で、これに近い数字が継続されていくわけですか。 

〇議長（古越 弘君） 大井建設水道課長。 

（建設水道課長 大井政彦君 登壇） 

〇建設水道課長（大井政彦君） お答えいたします。 

 これに近い形といいますと、同じぐらいの量かということいいですかね。だから、

大きいところの流入がなければ、そんなには極端には変わってこないと思いますの
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で、またそういった工場等の大きい流入があれば、当然額は変わってきますけれど

も、今のところ、ちょっとお話がないものですから、また、新しい工場とかも取り

込みがあれば、それにあわせて予算計上していくと、補正をお願いしていくという

考えでございますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１４番（池田健一郎君） これで終わります。 

〇議長（古越 弘君） ちょっと町長より発言を求められておりますので。茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） 先ほどの住宅リフォームの件ですけれども、これは課長が申し上

げましたとおり、将来的な補助金については、おおむね５年で、これまでも打ち切

りということで。 

 それは、また次のレベルというか、それをもとにまたもうちょっとステップアッ

プさせたものということを考えていく必要がありますので、始めたらずっとそれを

続けるということではありませんで、今日の招集あいさつでも申し上げましたとお

り、今後は、移住・定住対策ということで、今日も申し上げましたけれども、例え

ば移住してきた方の住宅取得に対する補助とか、それとか、今、空き家バンクも行

っていますが、例えば移住してきた方が空き家に住んだ場合に、その空き家の改修

費というようなものも、どのようにしていくのかということで。 

 ですから、住宅リフォームは、ある意味、これは当時経済対策の一面を持って行

いましたけれども、今後は移住・定住対策ということを基本にして、事業というも

のを構築していきたいという考えでありますので、よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１４番（池田健一郎君） 前向きなお話をいただきましたので、ぜひともよろしくお願

いします。終わります。 

〇議長（古越 弘君） ほかに質疑のある方。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第３２ 議案第２９号 平成２８年度御代田町御代田財産区 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第３２ 議案第２９号 平成２８年度御代田町御代田財産区
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特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案書の１９５ページをお願いいたします。 

 議案第２９号 平成２８年度御代田町御代田財産区特別会計予算案について、説

明いたします。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 平成２８年度御代田町の御代田財産区特別会計の予算は、次の定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１，３７５万７，０００円と

定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

 この予算案につきましては、平成２８年２月１６日に開催されました御代田財産

管理会において、同意を得たものでございます。 

 ２ページをご覧ください。「第１表 歳入歳出予算」でございます。 

 歳入でございますが。 

 款１、財産収入。項１、財産運用収入、３０５万４，０００円の計上でござい

ます。こちらにつきましては、ハートピア等の用地の貸付料ほかでございます。 

 項２、財産売払収入といたしまして１，０００円を計上させていただいて、項

目起こしをしてございます。 

 款２、繰入金。項１、基金繰入金でございますが、１，０７０万円の計上でご

ざいます。財政調整基金からの繰り入れを見込んでございます。 

 款３、項１、繰越金でございますが、１，０００円で項目起こし。 

 款４、諸収入。項１、雑入、こちらも１，０００円で項目取りでございます。 

 歳入総合計といたしまして、１，３７５万７，０００円でございます。 

 次の３ページをご覧ください。 

 歳出でございます。 
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 款１、総務費。項１、総務管理費、１，３６７万６，０００円の計上でございます。

こちらは、委員報酬、それから管理委託、それから草刈委託料等々でございます。 

 款２。項１、予備費がございますが、こちらに８万１，０００円を計上いたしま

して、歳出合計が１，３７５万７，０００円とするものでございます。 

 説明は、以上でございます。よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第３３ 議案第３０号 平成２８年度御代田町小沼地区 

財産管理特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第３３ 議案第３０号 平成２８年度御代田町小沼地区財産

管理特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） 議案書の１９６ページをお願いいたします。 

 議案第３０号 平成２８年度御代田町小沼地区財産管理特別会計予算案につい

て、説明をいたします。 

 予算書の１ページをご覧ください。 

 平成２８年度御代田町の小沼地区財産管理特別会計の予算は、次の定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３５７万２，０００円と定め

る。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 
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 こちらも、この予算案につきましては、平成２８年２月１６日に開催されました

御代田町財産管理会において、同意を得たてございます。 

 次の２ページをご覧ください。 

 「第１表 歳入歳出予算」でございます。 

 歳入でございます。 

 款１、財産収入。項１、財産運用収入、６万９，０００円の計上でございます。

こちらは、土地貸付料、基金利子等でございます。 

 項２、財産売払収入は、１，０００円を計上し、項目起こしをしてございます。 

 款２、繰入金。項１、基金繰入金、３５０万円の計上でございます。これは財

政調整基金からの繰り入れでございます。 

 款３、項１、繰越金、１，０００円、項目起こしです。 

 款４、諸収入。項１、雑入、こちらも１，０００円で項目起こしをいたしまし

て、歳入総合計が３５７万２，０００円とするものでございます。 

 ３ページをご覧ください。 

 歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費、３４７万９，０００円の計上でございます。こ

ちらも、委員報酬、それから土地管理委託料等々でございます。 

 款２、項１、予備費、９万３，０００円を計上させていただきまして、歳出合計

が３５７万２，０００円とするものでございます。 

 説明は、以上であります。よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第３４ 議案第３１号 平成２８年度御代田町国民健康保険 

事業勘定特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第３４ 議案第３１号 平成２８年度御代田町国民健康保険
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事業勘定特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） それでは、議案書の１９７ページをお願いいたします。 

 議案第３１号 平成２８年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計予算案に

ついて、説明をいたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２８年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１９億１，７５１万３，０００

円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

 （一時借入金） 

 第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの

最高額は３，０００万円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第３条 地方自治法第２２０条第２項、ただし書の規定により歳出予算の各項の

経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でこれらの経費の各項の間の流用。 

 ２ページをお願いいたします。 

 「第１表 歳入歳出予算」。 

 歳入でございます。 

 款１、項１、国民健康保険税でございます。予算額４億４，０９８万９，０００円

で、前年度に比べまして１，８０６万８，０００円、３．９％の減でございます。

現年度徴収率は９４％で算定しております。一般、退職とも、被保険者が減少し

ているためでございます。 
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 款２、使用料及び手数料。項１、手数料でございます。国保税督促手数料とし

まして、２０万円の計上でございます。 

 款３、国庫支出金。項１、国庫負担金でございます。３億２，６１７万２，０００

円で、前年度より３１２万円の減でございます。療養給付費等、こちらの対象経費

の見込額の３２％、高額療養費共同事業負担金の４分の１の負担割合、特定健康診

査等負担金の３分の１の負担割合の合計額でございます。 

 項２、国庫補助金。財政徴税交付金が主なもので、７，９８２万１，０００でご

ざいます。対象経費の見込額の７％で、前年度より４０万４，０００円の増でござ

います。 

 款４、県支出金。項１、県負担金でございます。高額療養費共同事業負担金の４

分の１の負担割合、特定健康診査の負担金３分の１で、１，６３０万５，０００円

で、前年度より２０５万９，０００円の増でございます。 

 項２、県補助金でございますが、財政調整交付金は、対象経費見込み額の６％、

特別調整交付金は３％で、１億３７万７，０００円で、前年度より１，３６９万

８，０００円の増でございます。保険財政共同安定化事業の拠出超過分の補てんが

含まれております。 

 款５。項１、療養給付費交付金でございます。４，７７２万４，０００円で、退

職被保険者の療養給付費で、社会保険診療報酬支払基金より交付されております。

退職被保険者の減少に伴いまして、前年度より２，５１７万８，０００円の減でご

ざいます。 

 款６、項１、前期高齢者交付金でございます。３億１，３７１万７，０００円で、

前年度より７，６２２万１，０００円の減でございます。前期高齢者支出額及び前

期高齢者の占める割合から算出されております。 

 款７、項１、共同事業交付金でございます。４億３，００８万７，０００円で、

前年度より６６７万３，０００円の増となっております。高額療養費共同事業拠出

金、保険財政共同安定化事業拠出金等でございます。 

 款９、繰入金。項１、他会計繰入金でございます。１億５，０５１万７，０００

円で、前年度より２，４３２万９，０００円、１９．３％ほどの増となっておりま

す。一般会計から保健指導事業繰入金と保健基盤安定繰入金が主なもので、保険基

盤安定繰入金の一般被保険者支援分の算定基準が変わったため増となっておりま
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す。 

 款１０。項１、繰越金でございます。１，０００万円でございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 款１１、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料は１００万１，０００円。 

 項２、受託事業収入は、個別検診の負担金としまして３０万円。 

 項３、雑入でございますが、３０万３，０００円でございます。こちらは、例年

並みとなっております。 

 歳入合計でございますが、１９億１，７５１万３，０００円で、前年度より

７，０４２万４，０００円、３．５％の減となっております。 

 続きまして、４ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費でございます。予算額でございますが、４１７

万６，０００円で、前年度より３７万４，０００円ほど減となっております。 

 項２、徴税費でございますが、賦課徴収費としまして３３３万２，０００円で、

前年度より２万７，０００円の減となっております。 

 項３、運営協議会費でございますが、１２万２，０００円で、こちらは前年の分

となっております。 

 款２、保険給付費。項１、療養諸費でございます。９億６，４６４万６，０００

円で、前年度より５，５２９万６，０００円、５．４％の減でございます。療養給

付費、療養費等でございます。前年度の実績に基づき、一般被保険者療養給付費に

つきましては、月７，５００万円ほどで試算しております。 

 項２、高額療養費でございますが、１億２，６００万７，０００円で、前年度よ

り２，１５５万３，０００円、１４．６％ほど減となっております。こちらも前年

度の実績に基づき、試算をしております。 

 項３、出産育児一時金でございますが、８０４万５，０００円で、こちらは前年

度並みとなっております。 

 項４、葬祭諸費でございます。１００万円で、前年度より４０万円増となってお

ります。こちらは、２８年度より斎場が新しくなり、使用料が値上げされるため、

葬祭費を一気に３万円から５万円に変更したものでございます。 

 款３、項１、後期高齢者支援金でございます。２億３，３３３万５，０００円で、
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前年度より９６４万５，０００円の増でございます。後期高齢者医療費の市町村国

保が負担する支援金でございます。 

 款４、項１、前期高齢者納付金等でございます。２０万３，０００円でございま

す。 

 款５、項１、老人保健拠出金でございます。事務費の拠出としまして２万円でご

ざいます。 

 款６、項１、介護納付金でございます。８，８９０万６，０００円で、前年度よ

り１，２６１万円の減でございます。国保加入者の介護保険第２被保険者に関わる

納付金でございます。 

 款７、項１、共同事業拠出金でございます。４億５，２９２万円で、前年度より

２，９２１万５，０００円の増でございます。高額医療費共同事業拠出金と保険財

政共同安定化事業の拠出金でございます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 款８、保健事業費。項１、特定健康診査事業費でございますが、１，０４４

万４，０００円でございます。こちらは、特定健康診査等の事業費でございます。 

 項２、保健事業費でございます。１，２６２万３，０００円で、こちらは保健指

導を行う臨時職員の賃金と人間ドックの補助金等でございます。 

 款１０、諸支出金。項１、償還金及び還付加算金でございますが、３１５万円で、

療養給付費国庫負担金等の返還が主なものでございます。 

 款１１、項１、予備費でございますが、８２２万４，０００円で、前年度よ

り１，９９７万８，０００円の減でございます。 

 歳出合計でございますが、１９億１，７５１万３，０００円で、前年度より

７，０４２万４，０００円、３．５％の減でございます。 

 説明は、以上でございます。ご審議をいただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 内堀恵人議員。 

（１１番 内堀恵人君 登壇） 
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〇１１番（内堀恵人君） 議席番号１１番 内堀恵人です。 

 今、２８年度の予算について説明がございました。前年度に比べて２８年度

は７，０００万ばかりの減額ということでございますが、今後の見通しについて、

説明をいただきたいと思います。これについては、２年ぐらい前からいろいろない

きさつがございました。２２％の増額というようなことがありましたので、今後の

見通しについて、説明をお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） 私の手元にある資料に基づいての説明になると思います

が、まず見通しでございますけれども、今回、全体に予算規模が少なかったわけで

すけれども、この中で、やはり基金がないということが非常に、やはり国保の、こ

ちらの会計の不安定さを持っているものだというふうに思っておりますし、また、

はっきり申し上げまして、国保は、ほかの会計と違いまして、見通しが持てないと

いうのが１つございます。それはなぜかといいますと、やはり１人の方が大きな手

術をするかどうかによりまして、当町のような規模が比較的小さな国保については、

非常に影響力がございます。 

 具体的に数字で言いますと、２７年度の予算額は、一般的に一般被保険者療養給

付費がやはり非常に大きな国保の会計のウェートを占めておりますので、そちらの

推移で申し上げますと、２７年度の予算は１カ月７，９００万円ぐらいで予算計上

しておりますけれども、２８年度につきましては、先ほど申し上げましたように、

７，５００万ほどで１カ月の予算を計上しております。 

 全体的に今までの予算を私の手元にある資料で見ますと、２５年度までは月の平

均という金額、一般被保険者の療養給付費でございますけれども、やはり月平

均７，０００万円を超えることはございませんでした。２６年度につきましては、

やはり月平均７，４００万円弱がかかっておりまして、こちらは非常に高くなって

おります。そして、やはり１２カ月のうちに８，０００万円を超えた月が１カ月、

それと７，０００万円を超えた月が７カ月ございました。そんな形で、非常に高く

なっておりまして、それに基づきまして２７年度の予算は計上させていただきまし

た。 

 そうしまして、２７年度もやはり高い状況は続いておりますけれども、今までの



 

７２ 

支払いの中で、６カ月間がやはり７，０００万円を超えております。ですから、月

平均しますと７，２００万程度というふうになっておりますので、決して安くはな

いのですけれども、やはり前年度の予算計上したところの試算が非常に前の年が高

かったということで、そんな形でしておりますので、やはりちょっと国保というの

は見通しがなかなかつきにくいものだと思いますし、やはり一般被保険者の高額療

養費の推移を見ましても、やはり２６年度は非常に高く、１カ月１，０００万円を

超えていたというのが現実でございまして、２７年度につきましては、高額につい

ては１，０００万円を超えた月というのは、今までの支払いの中で１カ月しかあり

ませんでした。 

 そんなところで、やはり今年度、２７年度については、高額療養費にかかる人が、

少し、若干減ったなのかなということですので、これが、私が今こうやって申し上

げているのですけれども、今後、また来月は非常に高かったということもございま

すので、ちょっと、どんな方がどんな病気で入院されているかというのがわからな

いので、そんなところで非常に、ちょっと決して余裕がある会計ではないとは思っ

ております。 

 ですから、やはり予算規模は若干小さくはなってきておりますけれども、先ほど

から申し上げているように、基金がないというようなこともございますので、様子

を見ていかなければ、何とも申し上げられないと思います。 

 以上です。 

〇議長（古越 弘君） 内堀恵人議員。 

〇１１番（内堀恵人君） 確かに見通しは難しいと思います。そういう状況の中で、少し

でも予算が減額になっていけば、本当にいいなという願いであります。 

 終わります。 

〇議長（古越 弘君） これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第３５ 議案第３２号 平成２８年度御代田町介護保険事業勘定 

特別会計予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第３５ 議案第３２号 平成２８年度御代田町介護保険事業

勘定特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） それでは、議案書の１９８ページをお願いいたします。 

 議案第３２号 平成２８年度御代田町介護保険事業勘定特別会計予算案につい

て、説明をいたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２８年度御代田町介護保険事業勘定特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１０億１，９８２万９，０００

円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

 （一時借入金） 

 第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの

最高額は１億円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

 第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の

経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 （１）保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款

内でこれらの経費の各項の間の流用。 

 ２ページをお願いいたします。 

 「第１表 歳入歳出予算」。 

 歳入でございます。 

 款１、項１、介護保険料でございます。予算額２億４，３８２万２，０００円で、

前年度に比べまして５７万６，０００円の減でございます。基準額５，１６０円で、

月５，１６０円での算定でございます。普通徴収現年度徴収率は９０％で算定して

おります。 

 款２、分担金及び負担金。項１、負担金でございます。５４０万５，０００円で、

前年度より７８万４，０００円の増でございます。介護予防事業の負担金でござい
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ます。 

 款３、使用料及び手数料。項１、手数料でございます。督促手数料としまして２

万４，０００円でございます。 

 款４、国庫支出金。項１、国庫負担金でございますが、１億６，０７９万１，０００

円で、給付費が伸びていないため、前年度より２，２４１万１，０００円の減でご

ざいます。介護給付費負担金で、在宅給付費の２０％、施設給付費の１５％の負担

率でございます。 

 項２、国庫補助金でございますが、６，１４４万３，０００円で、調整交付金と

地域支援事業交付金でございます。前年度より１，１９８万円の減でございます。 

 款５。項１、支払基金交付金でございます。２億５，８７９万６，０００円で、

前年度より３，７４６万２，０００円の減でございます。介護給付費の２８％、

地域支援事業の２８％の負担率でございます。 

 款６、県支出金。項１、県負担金でございますが、１億２，９８１万円で、前

年度より２，１０５万２，０００円の減でございます。介護給付負担金の在宅給

付費の１２．５％、施設給付費の１７．５％の負担率でございます。 

 項２、県補助金でございますが、１，００２万６，０００円で、地域支援事業

交付金でございます。前年度より１６４万２，０００円の増でございます。 

 款７、財産収入。項１、財産運用収入でございます。預金利子としまして２万

３，０００円の計上でございます。 

 款８、繰入金。項１、他会計繰入金でございますが、１億３，８１２万８，０００

円で、一般会計から介護給付費、地域支援事業等への繰り入れでございます。前

年度より１，７９２万円の減でございます。 

 款９。項１、繰越金は１，０００万円で、前年度並みでございます。 

 ３ページをお願いします。 

 款１０、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料は、１万円でございます。 

 項２、サービス収入でございます。１５４万８，０００円で、要支援１、２の

方も含めた居宅介護予防支援サービス計画費でございます。 

 項３、雑入は３，０００円で、前年度並みでございます。 

 歳入合計ですが、１０億１，９８２万９，０００円で、前年度より１億１，０４６

万１，０００円、９．８％の減となっております。 
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 続きまして、４ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 款１、項１、総務費でございますが、予算額１，４５２万円で、調査員の賃金、

賦課徴収経費等でございます。 

 款２、項１、保険給付費でございますが、８億９，４１５万８，０００円で、前

年度より１億３，３７２万９，０００円、１３％の減でございます。介護サービス

給付費、介護予防サービス給付費等でございます。前年度の実績をもとに算出して

おります。 

 款３、地域支援事業費。項２、包括的支援事業・任意事業費でございますが、

３，６８８万６，０００円で、前年度より４６２万５，０００円の増でございます。

地域包括支援センターの運営経費で、居宅介護予防支援サービス計画が増えたため

の臨時職員の賃金が増となっております。 

 項３、介護予防・生活支援サービス事業費でございます。２，８３５万９，０００

円で、前年度より７７万６，０００円の減でございます。要支援者等の多様な生活

支援のため、現行の介護予防サービスに加えまして、こちらは基準を緩和したサー

ビス、今年度からの総合事業でございますが、サービスＡ、住民主体のサービスＢ、

これはサポーターがやっております事業でございます。あと、短期集中予防サービ

スＣに関わる事業費でございます。 

 項４、一般介護予防事業は、１７６万２，０００円で、前年度より６５万６，０００

円の減でございます。こちらは、介護予防普及啓発事業としまして、介護予防教

室、生活サポーター養成事業、ボランティアポイント等の経費でございます。 

 款４、項１、基金積立金は５万円で、例年並みでございます。 

 款５、項１、諸支出金でございますが、５万３，０００円で、保険料等の還付経

費でございます。 

 款８、項１、予備費は４，４０４万１，０００円で、前年度より２，３００

万３，０００円の増でございます。 

 歳出合計でございますが、１０億１，９８２万９，０００円で、前年度より１億

１，０４６万１，０００円、９．８％の減でございます。 

 説明は、以上でございます。ご審議をいただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 
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〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第３６ 議案第３３号 平成２８年度御代田町後期高齢者医療 

特別会計予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第３４ 議案第３３号 平成２８年度御代田町後期高齢者医

療特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） それでは、議案書１９９ページをお開きください。 

 議案第３３号 平成２８年度御代田町後期高齢者医療特別会計予算案について、

説明をさせていただきます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２８年度御代田町後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億３，２５８万９，０００

円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

 ２ページをお願いいたします。 

 「第１表 歳入歳出予算」でございます。 

 歳入でございます。 

 款１、項１、後期高齢者医療保険料でございます。予算額９，５０５万２，０００

円でございます。２年に１度の保険料率改正と被保険者の増加によりまして、前年
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度に比べ５８７万６，０００円で、６．６％の増でございます。普通徴収現年度徴

収率は９９％で算定しております。 

 款２、使用料及び手数料。項１、手数料。督促手数料で４万円でございます。 

 款３、繰入金。項１、一般会計繰入金でございますが、３，４９５万１，０００

円で、事務費、保健事業費等に対する繰り入れで、前年度より２０４万９，０００

円の増でございます。 

 款４、項１、繰越金でございます。５，０００円でございます。 

 款５、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料３万円は、例年並みでございます。 

 項２、償還金及び還付加算金は、２，０００円でございます。 

 項３、雑入でございますが、２５０万９，０００円で、前年度より１３万９，０００

円の増でございます。健診事業費広域連合支出金、人間ドックに対する特別調整交

付金でございます。 

 歳入合計でございますが、１億３，２５８万９，０００円で、前年度より８４２

万６，０００円、６．８％の増でございます。 

 続きまして、３ページをお願いします。 

 歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費は、予算額１５３万６，０００円で、前年度よ

り１万９，０００円の減でございます。システム保守委託料、通信運搬費が主なも

のでございます。 

 項２、徴収費でございますが、賦課徴収経費としまして４２万３，０００円でご

ざいます。 

 款２、項１、後期高齢者医療広域連合納付金でございますが、１億２，７８８万

円で、前年度より８２６万４，０００円、６．９％の増でございます。保険料等負

担金、保険基盤安定負担金でございます。 

 款３、保険事業費。項１、健診事業費でございます。１３９万９，０００円で、

後期高齢者の健診委託料でございます。 

 項２、保健事業費は１２０万円で、人間ドックの補助金でございます。 

 款４、諸支出金。項１、償還金及び還付加算金は１５万円で、例年並みでござい

ます。 

 款５、項１、予備費でございますが、項目設定でございます。 
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 歳出合計でございますが、１億３，２５８万９，０００円で、前年度より８４２

万６，０００円、６．８％の増でございます。 

 説明は、以上でございます。ご審議をいただきますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第３７ 議案第３４号 平成２８年度御代田町住宅新築資金等貸付事業 

特別会計予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第３７ 議案第３４号 平成２８年度御代田町住宅新築資金

等貸付事業特別会計予算案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大井建設水道課長。 

（建設水道課長 大井政彦君 登壇） 

〇建設水道課長（大井政彦君） 議案書２００ページをご覧ください。 

 議案第３４号 平成２８年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算案

について、別冊のとおり提出いたします。 

 次の、予算書の１ページをご覧ください。 

 平成２８年度御代田町の住宅新築資金等貸付事業特別会計の予算は、次に定める

ところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５６４万２，０００円と定め

る。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

 次の２ページをご覧ください。 



 

７９ 

 「第１表 歳入歳出予算」でございます。 

 歳入です。 

 款１、県支出金。項１、県補助金でございます。償還事務費の全額の４分の３

補助ということで、２１万９，０００円で、増減はございません。 

 款２、繰入金。項１、他会計繰入金、一般会計からでございますが、４４４万

１，０００円で、１０９万１，０００円の減額でございます。 

 款３、繰越金。項１、繰越金、項目設定でございます。 

 款４、諸収入。項１、貸付金元利収入９８万円、１１万７，０００円の減額で

ございます。 

 項２、延滞金、加算金及び過料。項目設定でございます。 

 歳入合計につきましては、５６４万２，０００円、１０２万８，０００円の減

額でございます。 

 次の３ページをご覧ください。 

 歳出であります。 

 款１、土木費。項１、住宅費、口座振替の手数料、切手代、消耗品の事務費と

いたしまして、３１万円の計上でございます。 

 款２、公債費。項１、公債費、町債元利償還金５３３万２，０００円の本年度

予算額ということで、前年度比１１９万８，０００円の減額となります。 

 歳出合計につきましては、５６４万２，０００円で、１０２万８，０００円の

減額でございます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

 この際、暫時休憩します。 

（午後 ３時００分） 



 

８０ 

（休  憩） 

（午後 ３時１３分） 

〇議長（古越 弘君） 休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 

－－－日程第３８ 議案第３５号 平成２８年度御代田町公共下水道事業 

特別会計予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第３８ 議案第３５号 平成２８年度御代田町公共下水道事

業特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大井建設水道課長。 

（建設水道課長 大井政彦君 登壇） 

〇建設水道課長（大井政彦君） それでは、議案書２０１ページをご覧ください。 

 議案第３５号 平成２８年度御代田町公共下水道事業特別会計予算案について、

別冊のとおり提出いたします。 

 予算書の１ページをご覧ください。 

 平成２８年度御代田町の公共下水道事業特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７億５，３３０万６，０００

円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

 （地方債） 

 第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債

の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」

による。 

 次の２ページをご覧ください。 

 「第１表 歳入歳出予算」でございます。 

 歳入であります。 

 款１、分担金及び負担金。項１、負担金。これは受益者負担金、分担金と現年滞



 

８１ 

繰分で、本年度予算１，２５６万９，０００円でございます。４７万２，０００円

の減額となります。 

 款２、使用料及び手数料。項１、使用料。公共下水、特環公共下水使用料の現年

滞繰分ということで、２億８，６６１万２，０００円でございます。２，０７８万

９，０００円の減でございます。 

 項２、手数料。指定工事店等の申請手数料と督促手数料等でございます。１２４

万５，０００円で、比較しますと１０１万５，０００円の増でございます。 

 款３、国庫支出金。項１、国庫補助金、浄化センターの長寿命化耐震補強工事委

託でございます。３，１７０万円。１，９５０万円の増額でございます。 

 款４、繰入金。他会計繰入金は、一般会計からでございますが、２億２，９５８

万６，０００円でございます。比較、２，５４１万２，０００円でございます。 

 款５、繰越金。項１、繰越金ですが、２７年度からの同額見込みで１００万円で

ございます。 

 款６、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料でございます。見込んで２９

万１，０００円でございます。 

 項２、雑入。項目設定、３，０００円でございます。 

 款７、項１、町債。整備事業債、資本費平準化債といたしまして、１億９，０３０

万円でございます。 

 歳入合計は、７億５，３３０万６，０００円でございます。比較は、５，０４５

万６，０００円でございます。 

 次の３ページをご覧ください。 

 歳出でございます。 

 款１、土木費。項１、都市計画費。人件費、光熱費、処理場委託費、処理場の維

持管理委託費、あと長寿命化工事等々で、本年度予算額２億３，７６７万７，０００

円でございます。３，２８４万円の増額でございます。 

 款２、項１、公債費。町債償還元金利息でございますが、５億１，３７８万

７，０００円で、比較といたしまして１，７６２万円の増でございます。 

 予備費は、調整額１８４万２，０００円でございます。 

 歳出合計は、７億５，３３０万６，０００円でございます。 

 次の４ページをご覧ください。 



 

８２ 

 「第２表 地方債」でございます。 

 起債の目的でございますが、まず１つ目といたしまして、公共下水道事業、限

度額４，５３０万円、もう１つは資本平準化、限度額が１億４，５００万円でご

ざいますが、それにつきまして、合計１，９３０万円でございます。起債の方法、

利率、償還方法につきましては、各下欄の起債のとおりでございます。 

 以上のとおり、ご審議をよろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第３９ 議案第３６号 平成２８年度御代田町農業集落排水事業 

特別会計予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第３９ 議案第３６号 平成２８年度御代田町農業集落排水

事業特別会計予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大井建設水道課長。 

（建設水道課長 大井政彦君 登壇） 

〇建設水道課長（大井政彦君） 議案書２０２ページをご覧ください。 

 議案第３６号 平成２８年度御代田町農業集落排水事業特別会計予算案につい

て、別冊のとおり提出いたします。 

 次の予算書の１ページをご覧ください。 

 平成２８年度御代田町の農業集落排水事業特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２，９８６万７，０００円と

定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出



 

８３ 

予算」による。 

 ２ページをご覧ください。 

 「第１表 歳入歳出予算」。 

 歳入でございます。 

 款１、分担金及び負担金。項１、分担金。２８年度修繕工事費の７％と事務費な

どでございますが、本年度の予算額５１万７，０００円で、３５万円の減額でござ

います。 

 款２、使用料及び手数料。項１、使用料。水洗化戸数１５８戸の使用料で、８５３

万３，０００円で、１０万８，０００円の減額でございます。 

 項２、手数料、督促請求手数料と項目設定の１，０００円でございます。 

 款３、繰入金。項１、他会計繰入金は、一般会計からでございますが、２，０５１

万４，０００円で、４６７万５，０００円の減額でございます。 

 款４、項１、繰越金。２７年度からの繰越金は３０万円で、前年と同様でござい

ます。 

 款５、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料１，０００円。 

 それと、項２、雑入も１，０００円ということで、項目設定でございます。 

 歳入合計につきましては、２，９８６万７，０００円でございます。５１３

万３，０００円の前年比較マイナスとなってございます。 

 ３ページをご覧ください。 

 歳出でございます。 

 款１、農林水産業費。項１、農地費。消耗品、光熱費、それと長土連の維持管理

委託料、それと施設修繕料などで１，１６４万４，０００円。５１３万２，０００円で

ございます。 

 款２、項１、公債費。町債償還元金１，７３７万３，０００円でございます。 

 款３、項１、予備費。調整といたしまして８５万円で、昨年と同様でございます。 

 歳出合計につきましては、２，９８６万７，０００円。前年比較５１３万３，０００

円の減額でございます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 



 

８４ 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第４０ 議案第３７号 平成２８年度御代田町個別排水処理施設 

整備事業特別会計予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第４０ 議案第３７号 平成２８年度御代田町個別排水処理

施設整備事業特別会計予算案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大井建設水道課長。 

（建設水道課長 大井政彦君 登壇） 

〇建設水道課長（大井政彦君） 議案書２０３ページになります。 

 議案第３７号 平成２８年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別会計予算

案について、別冊のとおり提出いたします。 

 予算書の１ページをご覧ください。 

 平成２８年度御代田町の個別排水処理施設整備事業特別会計の予算は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，３０９万４，０００円と

定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出

予算」による。 

 ２ページをご覧ください。 

 「第１表 歳入歳出予算」でございます。 

 歳入。 

 款１、分担金及び負担金。項１、使用料。節水傾向で減少していますが、５５０

万１，０００円でございます。８万３，０００円の減額でございます。 

 項２、手数料は、項目設定でございます。 

 款２、繰入金。項１、他会計繰入金は、一般会計からで７５９万円でございます。 



 

８５ 

 款３、項１、繰入金。項目設定で１，０００円となっております。 

 款４、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料は、項目設定となっております。 

 歳入合計につきましては、１，３０９万４，０００円で、前年比較１万９，０００

円の増でございます。 

 次の３ページをご覧ください。 

 歳出でございますが。 

 款１、衛生費。項１、保健衛生費。施設修繕料と、維持管理委託料、事務費など

でございますが、６７８万４，０００円。１万８，０００円の前年度の増でござい

ます。 

 款２、公債費。項１、公債費。町債元利償還金等でございます。５９１万円でご

ざいます。 

 款３、予備費。項１、予備費。調整といたしまして４０万円で、前年同様でござ

います。 

 歳出合計につきましては、１，３０９万４，０００円。１万９，０００円の増額

でございます。 

 以上のとおり、ご審議の方をよろしくお願いします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第４１ 議案第３８号 平成２８年度御代田小沼水道事業会計 

予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第４１ 議案第３８号 平成２８年度御代田小沼水道事業会

計予算案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大井建設水道課長。 

（建設水道課長 大井政彦君 登壇） 



 

８６ 

〇建設水道課長（大井政彦君） 議案書２０４ページになります。 

 議案第３８号 平成２８年度御代田小沼水道事業会計予算案について、別冊のと

おり提出いたします。 

 予算書の１ページをご覧ください。 

 平成２８年度御代田小沼水道事業会計予算。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 平成２８年度御代田小沼水道事業会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 （業務の予定） 

 第２条 業務の予定料は次のとおりとする。 

 （１）給水件数は３，８００件を見込んでございます。 

 （２）年間有収量といたしましては、７６万立方でございます。２７年度等の実

績等でございます。 

 （４）番の主な建設改良工事といたしましては、寺沢水源改修、それと消火栓ボ

ックスのかさ上げ交換、御代田第二排水池等の遮断弁の電池交換等を予定しており

まして、改良工事総事業費は１，３７７万円を予定してございます。 

（収益的収入及び支出） 

 第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおり定める。こちらは、サービ

スに関わるものでございます。 

 第１款、水道事業収益、１億８，３５６万９，０００円。内訳は、営業収益、１

億６，３０７万２，０００円。それと営業外収益、こちらは積立利息、減価償却の

補助金相当額ですが、２，０４９万７，０００円を見込んでございます。 

 支出につきましては、第１款、水道事業用。１億８，０８７万９，０００円でご

ざいます。 

 第１項、営業費用。受水費。こちらは浅麓水道組合等の受水費。それと光熱費、

修繕費等でございます。１億６，２９７万３，０００円でございます。 

 営業外の費用。企業債の利息、消費税等でございますが、１，７４０万６，０００

円でございます。予備費は、５０万円、例年どおり見込んでいるというところでご

ざいます。 

（資本的収入及び支出） 



 

８７ 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおり定める。こちらは、固定資

産等にかかるものでございます。 

 資本的収入が資本的支出額に対して不足する額４，１７５万８，０００円は、損

益勘定留保資金として現金の出し入れを伴わない、減価償却費と長期前受戻入のう

ちから４，１７５万８，０００円を補填するものとする。 

 収入の方で、第１款、資本的収入は８４２万４，０００円でございます。こちら

は第２項の工事負担金８４２万４，０００円。新規の加入金、約６０件などを見込

んでおるものでございます。 

 支出につきましては、第１款、資本的支出で、５，０１８万２，０００円でござ

います。 

 第１項、建設改良費１，６１２万７，０００円、改良工事費、あと検満メーター

購入費等でございます。 

 第２項、企業債償還金につきましては、３，２０５万５，０００円、これまでの

起債の償還分等でございます。 

 第３項、予備費は２００万円を見込んでおります。 

 ２ページをご覧ください。 

（特例的収入及び支出） 

 第４条の２ 地方公営企業法施行令第４条第４項の規定により、当該事業年度に

属する債権及び債務として整理する未収金及び未払金の金額は、それぞれ１，６０６

万９，０００円及び１，３７３万８，０００円である。 

（一時借入金） 

 第５条 一時借入金の限度額は１，０００万円と定める。借入予定はないけれど

も、限度額を定めるということで、緊急時の対応ということでございます。 

（議会の議決を経なければ流用することができない経費） 

 第６条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に

流用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。 

 （１）職員の給与費 ２，９８１万６，０００円でございます。総経費の給料、

手当て、法定福利でございます。それと交際費。塩野上宿用水組合等の賄うもので

ございます。 
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（たな卸資産購入限度額） 

 第７条 たな卸資産の購入限度額は、２３５万７，０００円と定める。 

 続きまして、１２ページをご覧ください。 

 平成２８年度御代田小沼水道事業予定キャッシュ・フロー計算書でございます。

こちらにつきましては、実際の現金の出し入れでございます。 

 平成２８年４月１日から２９年３月３１日までの現金でございますが、１番とい

たしまして、業務活動によるキャッシュ・フロー。原材料、商品またはサービスの

購入による支出６，４５８万４，０００円でございます。人件費に伴うものは、

３，３０８万４，０００円。それと、その他の事業支出が５万円、営業収入が１億

６，３１０万３，０００円で、小計６，５３８万５，０００円でございます。 

 利息及び配当金の受取額につきましては１０２万５，０００円、基金積立利息等

でございます。利息の支払額８７２万２，０００円、こちらは企業債の利息等でご

ざいます。業務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、５，７６８万

８，０００円でございます。 

 続きまして、２の投資活動によるキャッシュ・フロー。固定資産の取得による支

出。建設改良費でございます。１，６１２万７，０００円。固定資産の売却による

収入等は０でございますが、受益者負担金等による収入、工事の負担金、加入金で

ございますが、８４２万４，０００円。投資活動によるキャッシュ・フローは、

７７０万３，０００円でございます。 

 ３番の財務活動によるキャッシュ・フロー。企業債の償還による支出でございま

す。３，２０５万５，０００円でございます。 

 ４、資金増加額１，７９３万円、こちらが黒字分となります。 

 ５番の資金期首残高は、２７年度の流動資産、現金預金７億８，６７７万４，０００

円でございます。 

 ６番、資金期末残高が、２８年度の流動資産、現金預金として８億４７０万

４，０００円を見込んでございます。 

 ですから、当年度、おおむね１，８００万円の基金積立を予定しているところで

ございますが、今後の老朽化の説明、それと排水池施設の更新に要する建設費にあ

てる資本的支出に備えるための基金の積み立てを行うものでございます。 

 以上のとおり、ご審議の方をお願いいたします。 
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〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第４２ 議案第３９号 平成２７年度御代田町 

一般会計補正予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第４２ 議案第３９号 平成２７年度御代田町一般会計補正

予算案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案書の２０５ページをお願いいたします。 

 議案第３９号 平成２７年度御代田町一般会計補正予算案（第７号）について、

ご説明をいたします。 

 次の予算書の１ページをご覧ください。 

 平成２７年度御代田町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２億３，４９６万５，０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６１億６，８４１万４，０００

円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費） 

 第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用す

ることができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

 （地方債の補正） 
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 第３条 地方債の追加及び変更は、「第３表 地方債補正」による。 

 次の２ページからの「第１表 歳入歳出予算補正」につきましては、お手元の資

料番号３でご説明をいたしますので、そちらをご覧ください。 

 まず歳入でございます。 

 款１０、地方交付税。項１、地方交付税でございますが、既定額の３６１万

２，０００円の増額を計上するものでございます。普通交付税の追加分でございま

す。 

 それから、款１２、分担金及び負担金。項１、負担金で、既定額から６万３，０００

円減額するもので、これはクラインガルテンの浄化槽負担金でございます。 

 款１３、使用料及び手数料。項１、使用料でございますが、２５２万５，０００

円の増額でございます。主なものといたしましては、墓地永代使用料で２９９万

９，０００円の増額ということ、クラインガルテンの使用料については４８万余の

減です。 

 款１４、国庫支出金。項２、国庫補助金、既定額から２１６万４，０００円を減

額するものでございまして、こちらでは、地方創生加速化交付金１，５９９万円を

計上はしておりますが、まだちょっと明確な連絡が来てございませんので、ここで

計上はさせていただいて、交付の決定があった場合、仕事をしていくという状況で

考えております。社会資本整備総合交付金の関係で２，０００万余の減、情報セキ

ュリティ強化補助金ということで、６２０万円の計上であります。 

 項３、委託金でございますが、９４万７，０００円の減でございまして、主なも

のといたしましては、国民年金事業委託金で９５万円余の減となってございます。 

 款１５、県支出金。項２、県補助金。既定額から５３５万４，０００円を減ずる

ものでございまして、新規就農経営継承補助金で３７０万余、合併浄化槽関係で６０

万余、鳥獣被害防止総合対策交付金等で９０万余の減となってございます。 

 項３、委託金でございますが、２万８，０００円の増額ということで、子育て家

庭優待パスポート委託金ということで計上であります。 

 款１７、項１、寄付金でございますが、既定額に９５９万の増額でございまして、

ふるさと納税寄付金でございます。 

 款１８、繰入金。項１、基金繰入金でございますが、既定額から２億５５７万

１，０００円を減ずるものでございます。土地開発基金繰入金を３，５００万余の
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減、それから役場庁舎整備基金に予定をしておりました１億７，０００万につきま

しては、本年度分の事業費につきましては一般財源を充当することで、後年度の支

出に備え、本年度の繰り入れを取りやめることといたしました。 

 款２０、諸収入。項４、雑入でございますが、既定額から１２万１，０００円を

減ずるものでございまして、大きくは農業生産施設被害支援補助金返還金で、１４０

万余の雑入としての返還がございます。 

 款２１、項１、町債。既定額から３，６５０万円を減ずるものでございまして、

公共事業公債で１，５００万円、それから都市再生整備計画事業債で２億２，０８０

万円の減という計上でございます。 

 歳入合計では、既定額から２億３，４９６万５，０００円を減じ、総額を６１億

６，８４１万４，０００円とするものであります。 

 次のページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 款１、項１、議会費でございますが、既定額に２７万２，０００円の増額でござ

います。こちらにつきましては、議員の期末手当が主な増額理由でございます。 

 款２、総務費。項１、総務管理費は、２，３４１万５，０００円の増額でござい

まして、情報セキュリティ強化委託料ということで１，４９０万余、それから、ふ

るさと創生基金積立金で４６０万円、ふるさと納税特典の委託料として３７０万余

を計上させていただいております。 

 項２、徴税費でございますが、３４万円、これは一般人事管理経費でございます。 

 項３、戸籍住民基本台帳費でございますが、２５３万７，０００円の増額でござ

います。主なものといたしまして、個人番号カード事務委任交付金でございます。 

 款３、民生費。項１、社会福祉費。既定額の１，１６４万４，０００円の増額を

お願いするもので、先ほどの加速化交付金でのＮＰＯ法人が支援補助金ということ

で、１，２４９万円、それから臨時福祉給付金が、事業の確定により、２４７万

８，０００円の減、低所得者向け給付金関係で１５６万円の増額でございます。 

 項２、児童福祉費は、既定額から４３６万４，０００円の減でございます。東原

児童館用地の購入差金２３０万余、それから雪窓保育園の臨時職員賃金の関係で

１６０万余の減となってございます。 

 款４、衛生費、項１、保健衛生費でございますが、既定額から８３万１，０００
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円を減ずるものでございまして、佐久広域の斎場の関係で１１６万１，０００円の

減が主なものでございます。 

 項２、清掃費、既定額から６０４万２，０００円を減ずるものでございまして、

大きなものとしては、環境施設組合負担金が４４０万余、減となってございます。 

 款６、農林水産業費。項１、農業費は、既定額から９６５万７，０００円を減ず

るものでございます。新規就農関係で３７０万余、そば耕作者補助金で３８０万余、

それぞれ減額となってございます。 

 項２、林業費でございますが、既定額から１６８万７，０００円を減ずるもので

ございまして、森林整備事業補助金の返納金１２４万５，０００円の減が、その主

な部分でございます。 

 項３、農地費、既定額から６２万４，０００円を減ずるものでございまして、千

ヶ滝用水工事負担金減額の７６万余が主要因でございます。 

 款７、項１、商工費でございますが、既定額に３５万８，０００円を増額するも

のでございまして、やまゆり工業団地の防犯灯を設置する工事７５万６，０００円

を計上させていただいております。 

 款８、土木費。項１、土木管理費。既定額に２０万円の増額でございますが、一

般人事管理経費でございます。 

 項２、道路橋梁費は、既定額から４，４９６万４，０００円の減ということで、

都市再生整備計画事業で２，５００万余、社会資本整備事業で２，４００万余、そ

れぞれ減となってございます。 

 項４、都市計画費でございますが、既定額に７９５万４，０００円を増額するも

のでございまして、こちらは、公共下水道事業への繰出金９８１万余が主要因でご

ざいます。 

 次に、５ページでございます。 

 項５、住宅費でございますが、既定額から９６７万４，０００円を減ずるもので

す。一番大きなものといたしましては、町営住宅修繕工事費ということで、平和台

住宅の取りこわしが終了いたしまして、差金を減ずるものでございます。 

 款９、消防費。項１、消防費でございますが、既定額から１４２万１，０００円

を減ずるものでございまして、一番大きなものといたしましては、佐久広域消防費

負担金１７３万３，０００円の減額が主要因でございます。 
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 款１０、教育費。項１、教育総務費は６万９，０００円の減。こちらにつきまし

ては、視聴覚ライブラリーの負担金の減等々でございます。これは増額ですね。す

みません。人事管理経費が９万円、特別職の人事管理経費が４万円の増ということ

で、相殺して６万９，０００円の増でございます。失礼いたしました。 

 項３、中学校費は、既定額に２万３，０００円の増額ということで、生徒指導員

教員の賃金が若干不足するということでの増額でございます。 

 項４、社会教育費は、既定額に２２万円の増額でございまして、こちらも人件費

の増額でございます。 

 項５、こちらは保健体育費でございますが、既定額から２８８万６，０００円の

減額でございます。これはプール解体工事の差金３００万円を減ずるものが主要因

であります。 

 項６、学校給食費につきましては、２２万円の増額でございますが、これも人事

管理経費の関係でございます。 

 予備費で２億６万７，０００円を減じて調整をいたしまして、２億３，４９６万

５，０００円を減じ、総額６１億６，８４１万４，０００円とするものでございま

す。 

 予算書の６ページにお戻りをいただきたいと思います。 

 「第２表 繰越明許費」でございます。 

 款、項、事業名、金額の順に申し上げてまいります。 

 款２、総務費。項１、総務管理費では、自治体情報セキュリティ強化対策委託料

ということで１，４９０万４，０００円。同じく役場庁舎整備事業ということ

で２，１７２万円、公共交通ニーズ調査委託料ということで３５０万円。この３５０

万円と、先ほど申しました、この次の１，２４９万円のものが、加速化交付金の関

係でございますので、交付がなければ事業実施できない状況のものでございます。 

 款３、民生費。項１、社会福祉費。ＮＰＯ法人化支援補助金１，２４９万円でご

ざいます。 

 款６、農林水産業費。項１、農業費でございますが、クラインガルテン事業、こ

ちらにつきましては、３３３万１，０００円の繰り越しでございますが、こちらに

つきましては進入路の整備用地関係で、ちょっと時間がかかるということでござい

ます。 
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 項３、農地費。こちらにつきましては、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金

事業で、２，４４４万１，０００円を繰り越すものでございますが、これは追加交

付ということで、これは近々発注になるものでございます。 

 款８、土木費。項２、道路橋梁費。都市再生整備計画事業（道路改良）で５，７００

万円。同じく社会資本整備総合交付金事業（橋梁修繕）で１，７３０万円。 

 款１０、教育費。項５、保健体育費でございまして、海洋センタープール跡地整

備工事ということで８１１万円を計上いたしました。 

 繰越明許費としての合計は１億６，２７９万７，０００円という状況でございま

す。 

 次の７ページをご覧ください。 

 「第３表 地方債補正」でございます。 

 まず、追加といたしまして新たに一般補助施設整備等事業債ということで１３０

万円でございまして、この起債の方法、利率、償還方法につきましては、ここに記

載のとおり従前と変わりはございません。 

 変更といたしまして、公共事業等債で、限度額を３億３，５６０万円から２億

９，７８０万円に変更するものでございます。起債の方法、利率、償還方法等につ

きましては、変更はございません。 

 説明につきましては、以上でございます。よろしくご審議のほどをお願いいたし

ます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 会議規則第９条第２項の規定により、本日の会議時間は、議事の都合であらかめ

じこれを延長します。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 野元三夫議員。 

（６番 野元三夫君 登壇） 

〇６番（野元三夫君） 議席番号６番 野元三夫です。 

 １点だけお伺いいたします。 

 資料番号３の２ページ。款３、民生費。項１、社会福祉費の中で、ＮＰＯ法人化

支援補助金が１，２００万円計上されていますが、どのような事業を行うのか。ま
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た、対象事業はどのような団体を予定しているのか、お答えください。 

〇議長（古越 弘君） 古畑洋子保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） お答えいたします。 

 高齢者の生活支援では、やはり移送の問題、移送支援のニーズが高く、課題とな

っているような状況でございます。 

 現在、はつらつサポーターが総合事業の一環としまして、通所サービスＢを町内

３カ所で実施しておりますけれども、利用者の皆様が徒歩で通所できる距離ではな

いため、タクシー等による移送支援を行っている状況でございます。今後更に利用

者が増加する中で、移送支援も含め、通所サービスＢによる支援を充実させていく

必要性があります。このため、はつらつサポーターが地域の担い手として移送支援

としての福祉入所運送を実施するためには、道路運送法施行規則によりまして法人

でなければ認めないため、今回の補助金を活用してＮＰＯ法人の設立を目指すもの

でございます。 

 以上です。 

〇議長（古越 弘君） 野元三夫議員。 

〇６番（野元三夫君） では、高齢者用の移送タクシー、運送業を行うＮＰＯを立ち上げ

る予定であると、そういうことでよろしいですね。 

〇議長（古越 弘君） 古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） ちょっと、この補助金が確定するものではございません

ので、一応そういった予定をしているということでございます。 

〇議長（古越 弘君） 野元三夫議員。 

〇６番（野元三夫君） 質問を終わります。 

〇議長（古越 弘君） ほかに質疑のある方。池田健一郎議員。 

（１３番 池田健一郎君 登壇） 

〇１３番（池田健一郎君） 議席番号１３番 池田です。 

 ２点ほど、お願いします。 

 資料番号３の２ページにあります款６の農林水産関係で、そば耕作者補助金の減

額補正と、それからもう１つ、その下の林業のところでの森林整備補助金返納金と
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いう、その１２５万。これは前にちょっと、不正と言ったらおかしいけれども、そ

れの受給の返済だというふうに聞いていた気がするのですが、その辺をちょっと正

しくお願いします。 

〇議長（古越 弘君） 荻原産業経済課長。 

（産業経済課長 荻原春樹君 登壇） 

〇産業経済課長（荻原春樹君） お答えいたします。 

 そば耕作者補助金につきましては、そばの耕作者に対しまして、１キロ２００円

の補助金を支出しているところでありましたが、本年、非常に不作であったという

ことから、減額をお願いするものでございます。 

 それと、森林整備補助金返納金でございます。こちらは、国及び県の補助金をい

ただきまして森林整備事業を行ったわけでございますが、１２月の補正で、こちら

の補助金の返還をしていくということで、お認めをいただきました。この中で、国、

県の分に対しまして、あるいは町に対しまして、加算金ということで加算金をプラ

スして森林組合の方に請求することを予定してございましたが、こちらの加算金が

必要なくなりましたもので、減額をさせていただいたところでございます。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） はい、わかりました。 

 続いて、予算書の、これは１２ページになります。農林水産業県補助金の減額が、

非常に大きな減額補正がされているのですけれども、これは、この項目を調べるみ

ると、去年も、去年の３月のあれにも、８，３００万円ほどの減額補正されている

のですね。今年もこれだけ大きな減額をしなければいけないという、その理由はど

こにあるのでしょうか。 

 また、１つには、この計画の立て方に何か矛盾があったのではないのか。予算の

立て方に矛盾があったのではないかというような気もするのですが、その辺はいか

がでしょうか。 

〇議長（古越 弘君） 荻原産業経済課長。 

（産業経済課長 荻原春樹君 登壇） 

〇産業経済課長（荻原春樹君） お答えいたします。 

 １２ページの農林水産業費県補助金のうち、減額の大きいものといたしまして、

新規就農経営継承総合支援事業補助金が一番大きな減額で、３７５万円というよう
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なことになっております。こちらの補助金は、先ほど議案質疑でございましたとお

り、新規就農者に対して補助金を交付している事業でございまして、このうち、

３７５万円のうち３００万円につきましては、前年、農業所得が２５０万円を超え

た方が２名いらっしゃいまして、この補助金が該当しなくなったということで、減

額をさせていただきました。 

 それともう１方、新規に経営をされるということで１年間分予定しておりました

が、就農時期が半年ほど後ろになりまして、本年度、７５万円の支出ということで、

７５万円を減額をさせていただいたところです。 

 こちらにつきましては、やはりそれが確定したところで減額をすればよかったと

思うところであります。この３月になってしまったことは、ちょっとまずかったな

と。確定したところで減額をしておくべきものであったと、このように考えている

ところであります。 

〇議長（古越 弘君） 池田健一郎議員。 

〇１３番（池田健一郎君） 減額の内容が、要するに、業績がよかったからこういうあれ

が必要なくなったということであれば、さして大きな問題ではないと思います。 

 以上で終わります。 

〇議長（古越 弘君） ほかに質疑のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第４３ 議案第４０号 平成２７年度御代田町国民健康保険事業勘定 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第４３ 議案第４０号 平成２７年度御代田町国民健康保険

事業勘定特別会計補正予算案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） 議案書２０６ページをお願いいたします。 

 議案第４０号 平成２７年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

案について、ご説明をいたします。 
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 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２７年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）は、次

に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞ３，７７９万８，０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２０億８，８４６万６，０００円

とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ２ページをお願いいたします。 

 「第１表 歳入歳出予算補正」。 

 歳入でございます。 

 款３、国庫支出金。項１、国庫負担金でございますが、補正額１，４２３万

９，０００円の減額でございます。医療費が伸びていないため、療養給付費等国庫

負担金と高額療養費共同事業負担金の減額が主な理由でございます。 

 款４、県支出金。項１、県負担金でございます。１０１万円の減額でございます。

こちらも同様の理由でございます。 

 項２、県補助金でございますが、２，０８５万７，０００円の減額でございます。

保健財政共同安定化事業の拠出超過への補てんとして別に見込んでおりましたが、

県特別調整交付金の中に既に含まれていたための減額でございます。 

 款７、項１、共同事業交付金でございます。交付額決定によりまして、１７３万

２，０００円の減額でございます。 

 款９、繰入金。項１、他会計繰入金でございますが、保健事業実施に伴い、職員

の人件費を一般会計から国保特別会計へ繰り入れている分の給与改正に伴う増額

分としまして、４万円の増でございます。 

 歳入合計でございますが、既定額から３，７７９万８，０００円を増額いたしま

して。失礼いたしました。減額いたしまして、２０億８，８４６万６，０００円で

ございます。 

 続きまして、３ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 
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 款２、保険給付費。項１、療養諸費は、補正額でございますが、一般療養給付費

の伸びが今回少ないために、２月から４月支払い分を、８，７００万を月に平均で

見込んでおりまして、１，４３９万８，０００円の減額でございます。 

 項２、高額療養費。一般高額療養費でございますが、こちらも、２月、３月の支

払い分を最大で１，４００万円を月平均で試算しておりまして、１，７７０万

６，０００円の減額でございます。 

 款３、項１、後期高齢者支援金でございますが、こちらは財源変更でございます。 

 款６、項１、介護納付金でございますが、こちらも財源変更でございます。 

 款７、項１、共同事業拠出金でございます。こちらは、拠出金額の確定によりま

して２３２万９，０００円の減額でございます。 

 款８、保健事業費。項１、特定健康診査等事業費でございますが、こちらも財源

変更でございます。 

 項２、保健事業費でございますが、保健事業実施に伴いまして、職員の人件費を

一般会計から国保特別会計へ繰り入れてある分の給与改正に伴う増額分としまし

て、４万円の増でございます。 

 款１１、項１、予備費でございますが、３４０万５，０００円の減額でございま

す。 

 歳出合計でございます。補正額３，７７９万８，０００円を減額いたしまして、

２０億８，８４６万６，０００円でございます。 

 説明は以上でございます。ご審議をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第４４ 議案第４１号 平成２７年度御代田町介護保険事業勘定 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第４４ 議案第４１号 平成２７年度御代田町介護保険事業



 

１００ 

勘定特別会計補正予算案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） 議案書２０７ページをお願いいたします。 

 議案第４１号 平成２７年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案に

ついて、説明をいたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２７年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案（第３号）は、次に

定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞ４０万９，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億１，４３５万７，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ２ページをお願いいたします。 

 「第１表 歳入歳出予算補正」。 

 歳入でございます。 

 款８、繰入金。項１、他会計繰入金でございますが、補正額４０万９，０００円

の増額でございます。介護給付費の高額介護合算の増額と職員の給与改正に伴う人

件費の増額でございます。 

 歳入合計ですが、補正額４０万９，０００円を増額いたしまして１１億１，４３５万

７，０００円でございます。 

 続きまして、３ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 款２、項１、保険給付費でございます。補正額でございますが、高額医療合算介

護サービス費の伸びによりまして、３０万円の増額でございます。 

 款３、地域支援事業費。項２、包括的支援事業・任意事業費でございますが、職

員の給与改正に伴う増額分といたしまして、１１万円の増額です。 

 款４、項１、基金積立金でございますが、３，０００万円の増額でございます。
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介護保険給付費が６期計画で算定した額より伸びが低いための基金積み立てでご

ざいます。 

 款８、項１、予備費でございます。３，０００万１，０００円の減額でございま

す。 

 歳出合計ですが、補正額４０万９，０００円を増額いたしまして、１１億１，４３５

万７，０００円でございます。 

 説明は以上でございます。ご審議をいただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第４５ 議案第４２号 平成２７年度御代田町後期高齢者医療 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第４５ 議案第４２号 平成２７年度御代田町後期高齢者医

療特別会計補正予算案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古畑保健福祉課長。 

（保健福祉課長 古畑洋子君 登壇） 

〇保健福祉課長（古畑洋子君） 議案書２０８ページをお願いいたします。 

 議案第４２号 平成２７年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算案につ

いて、説明をいたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２７年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２６８万円を追加し、歳入歳



 

１０２ 

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２，９０６万４，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ２ページをお願いいたします。 

 「第１表 歳入歳出予算補正」。 

 歳入でございます。 

 款１、項１、後期高齢者医療保険料でございます。補正額でございますが、新規

被保険者増加等によりまして、２６８万円の増額でございます。 

 歳入合計ですが、補正額２６８万円を増額いたしまして、１億２，９０６万

４，０００円でございます。 

 続きまして、３ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 款２、項１、後期高齢者医療広域連合納付金でございます。補正額でございます

が、２６８万２，０００円で、保険料等負担金でございます。 

 款５、項１、予備費は、２，０００円の減額でございます。 

 歳出合計ですが、補正額２６８万円を増額いたしまして、１億２，９０６万

４，０００円でございます。 

 説明は以上でございます。ご審議をいただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第４６ 議案第４３号 平成２７年度御代田町公共下水道事業 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第４６ 議案第４３号 平成２７年度御代田町公共下水道事

業特別会計補正予算案についてを議題とします。 



 

１０３ 

 提案理由の説明を求めます。 

 大井建設水道課長。 

（建設水道課長 大井政彦君 登壇） 

〇建設水道課長（大井政彦君） 議案書２０９ページをご覧ください。 

 議案第４３号 平成２７年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算案につ

いて、別冊のとおり提出するものでございます。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 平成２７年度御代田町の公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定

めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１８万円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億４０４万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費） 

 第２条 地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用す

ることができる経費は、「第２表 繰越明許費」による。 

 次の２ページをご覧ください。 

 「第１表 歳入歳出予算補正」。 

 歳入でございます。 

 款１、分担金及び負担金。項１、負担金でございます。補正額１８２万５，０００

円の増額をお願いするもので、こちらにつきましては、受益者負担金の１月末期に

おけますところの収入見込みによる増額でございます。 

 款２、使用料及び手数料。項１、使用料でございますが、先ほどの一般会計の質

疑でもございましたが、今年度、接続予定されていました事業者が、現在までにつ

なぎ込みに至らなかったことによる減額補正をお願いするものでございます。

１，５００万円の減額でございます。 

 款４、繰入金。項１、他会計繰入金は、９８１万７，０００円の増額をお願いし

ます。 

 款６、諸収入。項１、雑入、こちらにつきましては、消費税の修正申告によりま



 

１０４ 

すところの還付金になります。３５３万８，０００円の増額をお願いするものでご

ざいます。 

 歳入合計につきましては、１８万円でございます。合計は７億４，００４万円と

なります。 

 ３ページの方をお願いいたします。 

 歳出でございますが。 

 款１、土木費。項１、都市計画費、こちらにつきましては、人事院勧告によりま

すところの給与の差額分の増額補正をお願いするもので、１８万円の増額をお願い

します。 

 款２、項１、公債費につきましては、増減はございません。 

 歳出合計は１８万円、合計が７億４０４万円でございます。 

 ４ページは、「第２表 繰越明許費」でございます。 

 款１、土木費。項１、都市計画費。事業名は、平成２７年度御代田浄化管理セン

ター耐震補強・長寿命化工事。この工事につきまして、２７年度分の２，３２０万

円を全額繰越でお願いするものでございます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第４７ 議案第４４号 平成２７年度御代田小沼水道事業会計 

補正予算案について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第４７ 議案第４４号 平成２７年度御代田小沼水道事業会

計補正予算案についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 大井建設水道課長。 

（建設水道課長 大井政彦君 登壇） 



 

１０５ 

〇建設水道課長（大井政彦君） 議案書２１０ページになります。 

 議案第４４号 平成２７年度御代田小沼水道事業会計補正予算案について、別冊

のとおり提出いたします。 

 次の補正予算書の１ページをご覧ください。 

 平成２７年度御代田小沼下水道事業会計の補正予算は、次に定めるところによる。 

 （収益的支出の補正） 

 第１条 平成２７年度御代田小沼下水道事業会計予算第３条中に定めた収益的

支出の予算額を次のとおり補正する。 

 収益的支出につきましては、２ページにもございますが、営業費用といたしまし

て、補正額１２万４，０００円の増額をお願いするものでございます。こちらにつ

きましては、総経費としての人事院勧告による給与差額分の増額補正でございます。 

 第５１款、水道事業費用といたしましては、補正予算額１２万４，０００円とな

りまして、総合計につきましては１億８，３５２万円でございます。 

（職員給与費の補正） 

 第３条 予算第６条中に定めた職員給与費の予算額を次のとおり補正する。 

 先ほど来の職員給与費としてございますところの１２万４，０００円の給与の差

額分の補正をお願いするものでございます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終わります。 

 

－－－日程第４８ 報告第１号 平成２８年度御代田町土地開発公社事業計画 

及び予算の報告について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第４８ 報告第１号 平成２８年度御代田町土地開発公社事

業計画及び予算の報告についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 



 

１０６ 

 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） お疲れのようですけれども、もうしばらくお付き合いく

ださい。２１１ページをお開きください。 

 報告第１号 平成２８年度御代田町土地開発公社事業計画及び予算の報告につ

いて。 

 平成２８年度御代田町土地開発公社事業計画及び予算を、この２月１０日、御代

田町土地開発公社理事会において決定し、提出されましたので、自治法の規定によ

り報告をするものでございます。 

 次の１ページをご覧ください。 

 ちょっと印刷が悪くて申しわけありません。平成２８年度御代田町土地開発公社

事業計画でございますが、この事業計画を次のとおりとするということで。 

 １、用地取得計画といたしまして、用地名、やまゆり工業団地、これの未買収地

を取得するものでございます。取得予定面積が３，１２８平方メートル、取得予定

額が１，８４６万１，６６６円という計画でございます。これはあくまでもマック

スの金額でございまして、まだ交渉に入ってございませんので、金額については、

お取り扱いにご注意をいただきたいと思います。 

 次のページをお願いいたします。 

 土地開発公社の予算でございます。 

 （総則） 

 第１条、平成２８年度御代田町土地開発公社の予算は、次に定めるところによる。 

 （収益的収入及び支出） 

 第２条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 収入といたしまして、事業外収益で１，０００円、収入合計として１，０００円

でございます。 

 支出は、ございません。 

 款２、販売費及び一般管理費でございますが、１８万３，０００円でございます。 

 支出合計が１８万３，０００円となりまして、収益的収入支出差額は、１８万

２，０００円の減でございます。 

 次の３ページでございます。 



 

１０７ 

 （資本的収入及び支出） 

 第３条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

 資本的収入につきましては、ございません。 

 支出で、第１款、資本的支出。第３項、土地造成事業費、経費といたしまして、

１，８４６万２，０００円の計上で、支出合計が１，８４６万２，０００円となる

計画でございます。 

 次の４ページから７ページにつきましては、収益的収支、それから資本的収支及

び資金計画でございますので、後ほど確認をお願いしたいと思います。 

 ８ページをご覧いただきたいと思います。 

 予定損益計算書でございます。 

 事業総損失はございません。販売費及び一般管理費として１８万３，０００円、

事業損失は１８万３，０００円となります。 

 ４の事業外収益で、受取利息が１，０００円、経常損失としては１８万２，０００

円の計上となり、当期損失は１８万２，０００円の計上となってまいります。 

 次の９ページでございますが、予定貸借対照表でございます。 

 資産の部といたしましては、流動資産の合計が２億２８９万円、内訳といたしま

しては、現金預金で８２４万２，０００円、公有用地として７，２５９万３，０００

円、未成土地として１億２，２０５万５，０００円ということになりまして、資産

合計が２億２８９万円ということになります。 

 負債の部でございますが、固定負債の長期借入金が１億３，５７０万円で、負債

合計が同額の１億３，５７０万円となります。 

 資本の部といたしましては、資本金の基本財産３５０万円、町からの出資分でご

ざいます。 

 それから、２といたしまして準備金または欠損金ということで、前期繰越準備金

が６，３８７万２，０００円、当期純損失が１８万２，０００円を控除した金額と

して、資本合計が６，７１９万円で、これに負債合計を加えた負債資本合計が２億

２８９万円となり、これが資産合計と合致してまいります。 

 １０ページからは付属明細表でございますので、後ほどご確認をお願いします。 

 説明は、以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、報告を終わります。 



 

１０８ 

 これより報告に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、平成２８年度御代田町土地開発公社事業計画及び予算の報告を終

わります。 

 

－－－日程第４９ 報告第２号 平成２７年度御代田町土地開発公社 

第２回補正予算の報告について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第４９ 報告第２号 平成２７年度御代田町土地開発公社第

２回補正予算の報告についてを議題とします。 

 報告を求めます。 

 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案書の２１２ページをお願いいたします。 

 報告第 ２号 平成２７年度御代田町土地開発公社第２回補正予算の報告につ

いて。 

 補正予算を２月１０日の御代田町土地開発公社理事会に提出し、承認されたので、

地方自治法の規定により、報告をするものでございます。 

 次の１ページをお開きいただきたいと思います。 

 平成２７年度御代田町土地開発公社変更事業計画といたしまして、事業計画の中

で並行しますのは、（３）の売却予定額で６６１万６，０９６円とするということ

でございまして、面積と所在地等は変更ございません。これは、先行取得をしてお

いた用地の簿価は、地価の下落もありまして、現在の実勢価格より高いものとなっ

てございます。 

 この用地を補助対象とするためには、実勢価格、今回の事業買収価格での買収が

必要です。このため、売却予定金額を変更いたしまして、簿価割れする部分につき

ましては、町から補てんをする方向で変更をするものです。 

 ２ページをご覧ください。 

 第２回補正予算でございます。 



 

１０９ 

 （収益的収入及び支出） 

 第２条、収益的収入及び支出の予定額を、いつものとおり補正をいたします。 

 収入でございますが、款１、事業収益。第１項、公有地取得事業収益を、６０２

万６，０００円減額して、４，２８８万７，０００円とするものでございます。 

 款２といたしましては、第４項で雑収益といたしまして、同額を計上いたしまし

て増加させるものでございます。 

 収入合計には変更ございません。支出合計も変更はございません。 

 次のページをお願いいたします。 

 （資本的収入及び支出） 

 第３条の資本的収入及び支出については、補正額はございません。 

 ４ページ以降は、この補正に伴い、収益的収支、資本的収支、それから資金計画、

予定貸借対照表等が変更されるものです。後ほど確認をお願いしたいと思います。 

 説明は、以上でございます。よろしくお願いいたします。 

（「字がわからない」と言う声あり） 

〇企画財政課長（土屋和明君） 用地ですか。用地は休ヶ原ということで、平和台線でご

ざいまして。 

 申しわけありません。ちょっと原稿のかすれがあったようで。平和台線は、魚富

さんの前から佐々木接骨院ですか、中学校関係で改修が終わった、あのエリアのと

ころで先行取得をしてあった用地でございます。一番魚富さんに近いエリアの先行

取得した用地でございます。 

〇議長（古越 弘君） 以上で、報告を終わります。 

 これより報告に対する質疑を行います。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、平成２７年度御代田町土地開発公社第２回補正予算の報告を終わ

ります。 

 以上で、すべての議案に対する質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第９号から議案第４４号までについては、会議



 

１１０ 

規則第３９条の規定により、お手元に配付してあります議案付託表のとおり、それ

ぞれ所管の常任委員会に付託したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案付託表のとおり、各常任委員会に付託することに決しました。 

 

－－－日程第５０ 請願第９号 「集団的自衛権」行使を具体化し、戦争につながる 

安全保障関連二法のすみやかな廃止を求める請願について－－－ 

－－－日程第５１ 請願第１０号 米軍輸送機ＣＶ２２、ＭＶ２２両オスプレイの 

飛行訓練に反対し、飛行中止を求める意見書提出の請願について－－－ 

〇議長（古越 弘君） 日程第５４ 請願第９号 「集団的自衛権」行使を具体化し、戦

争につながる安全保障関連二法のすみやかな廃止を求める請願について。日程第

５５ 請願第１０号 米軍輸送機ＣＶ２２、ＭＶ２２両オスプレイの飛行訓練に反

対し、飛行中止を求める意見書提出の請願について、今定例会に提出され、受理し

ました。お手元に配付してあります請願付託表のとおり、会議規則第９２条の規定

により、所管の常任委員会に付託しますので審査願います。 

 以上で、本日の議事日程は、すべて終了しました。 

 本日はこれにて散会します。 

 ご苦労さまでした。 

散 会 午後４時３５分 


